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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
永
く
待
ち
望

ん
で
い
た
新
し
い
図
書
館
（
中
央
図

書
館
）
の
建
設
準
備
が
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
新
図
書
館
を

も
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
建
物

の
中
身
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

現
在
の
浜
田
図
書
館
は
、
建
設
か

ら
40
年
以
上
が
経
っ
た
と
て
も
古
い

建
物
で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
傷

ん
で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
建
て
ら

れ
た
当
時
は
、
と
て
も
先
進
的
な
建

物
で
し
た
が
、
本
な
ど
を
収
納
す
る

場
所
、
本
を
読
む
た
め
の
場
所
、
駐

車
場
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
、
階
段
や
段
差
が
多
い
こ

と
な
ど
、
今
と
な
っ
て
は
必
ず
し
も

快
適
な
建
物
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
よ
り
一
層
効
果
的
・

効
率
的
、
か
つ
で
き
る
限
り
ど
こ
の

地
域
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
建
物

な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
、
本
や
人
な
ど

の
ソ
フ
ト
面
の
両
面
に
お
い
て
、
十

分
な
受
皿
と
機
能
を
持
っ
た
中
央
図

書
館
が
必
要
な
の
で
す
。

　

次
の
４
項
目
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
誰
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
図

書
館
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

①
人
が
「
つ
ど
い
」「
ま
な
び
」「
く

つ
ろ
げ
る
」
図
書
館

②
「
郷
土
」
に
生
き
る
喜
び
を
発
見

し
、
郷
土
へ
の
愛
情
を
醸
成
す
る

図
書
館

③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮

し
た
図
書
館

※　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

文
化
・
言
語
・
国
籍
の
違
い
、
老

若
男
女
、
障
が
い
・
能
力
の
如い

か

ん何

を
問
わ
ず
、
誰
も
が
快
適
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
設
計
思
想
の

こ
と
で
す
。

④
社
会
教
育
推
進
の
役
割
を
担
う
図

書
館

　

旧
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
（
黒

川
町
）
に
建
て
ま
す
。

　

平
成
25
年
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
頃
の
開
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

敷
地
面
積７

、
９
９
７
・
０
４
㎡

延
床
面
積　
約
２
、
８
０
０
㎡

駐
車
場　
１
０
０
台
以
上

駐
輪
場　
１
０
０
台

開
架
冊
数　
約
10
万
冊
（
一
般
約
７

万
冊
・
児
童
約
３
万
冊
）

ど
う
し
て図書

館
が
要
る
の
？

コ
ン
セ
プ
ト
は
？

ど
こ
に
建
て
る
の
？

い
つ
頃
で
き
る
の
？

ど
の
位
の
大
き
さ
な
の
？

新
し
い
図
書
館
が
で
き
ま
す
！

【特集】
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※　

開
架
冊
数
と
は
、
図
書
館
を
利

用
す
る
人
が
手
に
と
っ
て
読
む
こ

と
が
で
き
る
本
の
冊
数
の
こ
と
で

す
。

※　

平
面
図
（
５
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
や
、
人
や
図

書
な
ど
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
、
現
浜
田
図
書
館
を
新
た
に
中

央
図
書
館
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
金
城
図
書
館
・
旭
図
書

館
・
弥
栄
図
書
室
・
三
隅
図
書
室
の

各
図
書
館
（
室
）
は
、い
ず
れ
も
「
分

館
」
に
な
り
ま
す
。

　

中
央
図
書
館
は
、
学
校
図
書
館
の

支
援
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
は
じ
め
と

す
る
分
館
に
お
け
る
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
サ
ポ
ー
ト
、
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
立

案
・
調
整
、購
入
図
書
の
選
定
・
発
注
・

除
籍
な
ど
図
書
の
総
合
調
整
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
管
理
運
用
な

ど
、
総
合
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
と

な
り
、
分
館
は
、
こ
れ
ま
で
単
独
で

行
っ
て
き
た
多
く
の
業
務
か
ら
解
放

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
各
図
書
館
間
に
お
け
る
図

書
搬
送
網
の
整
備
に
よ
り
、
充
実
し

た
中
央
図
書
館
の
蔵
書
の
取
り
寄
せ

や
返
却
が
各
分
館
の
窓
口
で
行
え
る

よ
う
に
な
る
な
ど
、
図
書
館
と
し
て

の
基
本
的
機
能
が
向
上
し
ま
す
。

※　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
は
、
利
用
者

が
学
習
・
研
究
・
調
査
を
目
的
と

し
て
必
要
な
情
報
や
資
料
を
求
め

た
際
に
、
図
書
館
職
員
が
情
報
そ

の
も
の
、
又
は
必
要
と
さ
れ
る
資

料
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
こ
れ
を
助
け
る
業
務
の
こ
と
で

す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
、
レ
ン
ガ
（
外
壁
）、
ペ
ア
ガ

ラ
ス
（
建
物
窓
）
な
ど
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
と
環
境
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
電
気
自
動
車
（
公
用
車
）

の
導
入
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
将

来
の
電
気
自
動
車
普
及
に
伴
う
充
電

需
要
を
考
慮
し
、
来
館
者
用
の
充
電

器
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
簡
単

な
工
事
で
充
電
器
を
設
置
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
い
ま

す
。

本
が
読
め
ま
す

　

紙
の
本
は
も
ち
ろ
ん
、
館
内
で
貸

出
し
を
行
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
で

電
子
書
籍
や
電
子
化
さ
れ
た
地
域
資

料
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

自
動
貸
出
機
を
使
っ
て
、
読
む
本

を
誰
に
も
見
ら
れ
ず
に
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、返
す
と
き
は
、

自
動
返
却
機
に
本
を
入
れ
る
だ
け
で

誰
に
も
見
ら
れ
ず
に
返
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

持
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
が
あ
る
人
は
、
自
宅
に
居
な
が
ら

本
（
電
子
書
籍
）
を
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

勉
強
が
で
き
ま
す

　

学
習
の
た
め
の
専
用
の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
一
度
に
約
30
人
が
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
各
席
に
は
仕
切
板

を
設
け
る
な
ど
、
学
習
に
集
中
で
き

る
静
か
で
快
適
な
部
屋
づ
く
り
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
図
書
館（
室
）

と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
？

環
境
・
省
エ
ネ
に
は

配
慮
し
て
い
る
の
？

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
？
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イ
ベ
ン
ト
情
報
や
地
域
情
報
の

受
発
信
が
で
き
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま

す

何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
内
に
は
、
小
さ
な

子
ど
も
に
絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

を
行
う
た
め
の
お
話
し
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
以
外
は
一
般
に
開

放
す
る
予
定
で
す
の
で
、
親
子
で

ゆ
っ
く
り
と
読
書
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

絵
本
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
が
で

き
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
ま
す

　

気
軽
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験

で
き
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

コ
ー
ナ
ー
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
す
る ボランティアによる読み聞かせ

と
と
も
に
、
ア
イ
パ
ッ
ド
な
ど
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
の
館
内
貸
出
し
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
ち
込
ん
だ
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
で
き
る
よ
う
館
内
全
域
を

カ
バ
ー
す
る
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を

設
置
し
、
快
適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
し
ま
す
。

教
室
や
会
議
を
開
催
で
き
ま
す

　

２
階
に
は
一
度
に
70
人
程
度
が
利

用
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り
、

利
用
人
数
や
目
的
に
合
わ
せ
て
２
部

屋
に
分
割
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
般
に
も
開
放
す
る
予
定

で
す
の
で
、
各
種
会
議
や
展
示
会
な

ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

館
内
に
は
飲
食
可
能
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
読

書
や
学
習
の
合
間
の
休
憩
場
所
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
活
動
に
関
す
る
も
の

の
ほ
か
、
市
民
活
動
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
関
す
る
広
告
物
の
掲
示

場
所
を
設
け
、
一
般
に
開
放
す
る
予

定
で
す
。
様
々
な
情
報
の
受
発
信
基

地
と
し
て
も
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

の
ん
び
り
で
き
ま
す

　

浜
田
川
側
に
は
公
園
が
あ
り
、
公

園
の
緑
を
眺
め
な
が
ら
の
ん
び
り
と

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
ボ
ッ
ク
ス
席
や

ソ
フ
ァ
な
ど
も
用
意
し
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
時
間
を
楽
し
め
る
よ
う
配

慮
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。
活
動
内
容
は
、
絵
本
な
ど
の

読
み
聞
か
せ
、
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
の

運
営
補
助
、
郷
土
資
料
の
整
理
や
修

復
、
書
架
の
整
理
、
施
設
維
持
管
理

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
の

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
可
能
性
は
無
限
大
で

す
。
図
書
館
で
何
が
で
き
る
の
か
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
、

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
可
能
性
は
無
限
に
広
が
り

ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う新

し
い
図
書
館
！着々と工事が進む建設現場

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）
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中央図書館 平面図

貴重資料保管室

設備機器置場 多目的ホール

閉架書庫

学習
コーナー

ボランティア活動室

コミュニケーションスペース

会議室

事務室

エントランス
ホール幼児図書コーナーお話し

コーナー

サービスカウンター

作業スペース

郷土資料等
コーナー

児童図書コーナー

一般図書
コーナー（１）

一般図書
コーナー（２）

新聞・雑誌
コーナー

出入口

【特集】　新しい図書館ができます！

２階平面図

１階平面図



広報はまだ：平成23年11月号　　　 6

ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

浜田市長 宇津徹男

　

毎
年
、
秋
分
の
日
に
広
島
県
安

芸
郡
熊
野
町
で
開
催
さ
れ
る
「
筆

ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
伝
統
的
工
芸
品

熊
野
筆
を
中
心
に
、
筆
供
養
や
筆

の
市
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
も
言

え
る
約
20
畳
分
の
特
殊
布
へ
の
大

作
席
書
な
ど
が
行
わ
れ
、
屋
台
村

な
ど
も
軒
を
連
ね
る
、
ま
ち
全
体

を
使
っ
た
祭
り
で
、
今
年
で
77
回

を
迎
え
ま
し
た
。
熊
野
町
は
、
人

口
２
万
５
千
人
、
面
積
33
㎢
、
広

島
市
と
呉
市
に
隣
接
す
る
四
方
を

山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
す
。
人
口

の
内
、
１
５
０
０
人
が
筆
司
と
い

う
技
術
者
で
、
認
定
さ
れ
た
伝
統

工
芸
士
が
19
名
お
ら
れ
ま
す
。
全

国
の
毛
筆
の
約
８
割
の
生
産
を
誇

り
、
化
粧
筆
も
海
外
シ
ェ
ア
が
高

く
有
名
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
も
注
文
が

多
く
あ
り
ま
す
。
１
８
０
年
も
続

く
伝
統
あ
る
熊
野
筆
は
、
町
の
大

き
な
特
色
で
、
町
内
に
１
０
０
余

の
事
業
所
が
あ
る
、
基
幹
産
業
で

も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
下
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
「
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
」
へ
授
与
さ
れ
た
国

民
栄
誉
賞
の
副
賞
に
選
ば
れ
た
化

粧
筆
の
効
果
も
手
伝
い
、
都
会
地

か
ら
の
観
光
バ
ス
で
の
ツ
ア
ー
客

も
含
め
て
、
例
年
よ
り
多
い
６
万

人
を
越
え
る
来
場
者
が
あ
り
、
大

変
な
賑
わ
い
で
し
た
。
浜
田
市
か

ら
は
、
石
州
和
紙
会
館
に
よ
る
石

州
和
紙
の
手
す
き
体
験
及
び
展

示
・
販
売
、
お
魚
セ
ン
タ
ー
の

職
員
な
ど
に
よ
る
イ
カ
焼
き
や

「
ア
ジ
・
ノ
ド
グ
ロ
・
カ
レ
イ
」
の

ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
の
干
物
な
ど
の

特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

熊
野
町
と
の
お
付
き
合
い
は
、

平
成
21
年
９
月
に
「
石
州
半
紙
」

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
財
に

認
定
さ
れ
た
時
に
遡
り
ま
す
。
当

時
、
西
田
清
久
浜
田
市
議
が
、
以

前
か
ら
交
流
の
あ
り
ま
し
た
中
村

道
徳
・
広
島
県
議
の
紹
介
で
、
熊

野
筆
と
石
州
和
紙
の
文
化
的
、
経

済
的
な
交
流
の
模
索
を
図
り
、
翌

年
２
月
に
三
村
裕
史
熊
野
町
長
以

下
６
名
の
浜
田
市
へ
の
表
敬
訪
問

が
実
現
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
石
州
和
紙
会
館
や
石
正
美

術
館
と
筆
の
里
工
房
と
の
関
係
性

も
深
ま
り
、
今
後
も
相
互
理
解
と

相
互
交
流
に
よ
っ
て
、
筆
と
和
紙

の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
日
本
国
内

及
び
世
界
に
発
信
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
“
三
隅
の
和
紙
”と“
熊
野
の
筆
”

の
交
流
が
発
展
す
れ
ば
と
、
願
っ

て
い
ま
す
。

平成23年９月23日㈷
「第77回筆まつり（広島県安芸郡熊野町）」にて

時間が経つのは本当に早いものだと改めて感じ
ます。中国では、旧暦の10月６日（今年の11月８日）
は立冬で、立冬とは「冬の始まり」という意味です。
去年の11月の行事、BB大鍋フェスティバルを思
い出しながら、「ええ！もうこんな時期？ !」と自
分でもびっくりしました。去年、ＢＢ大鍋フェス
ティバルでいろいろおいしい物をいただき、今年
もぜひ参加したいと思っています。

行事といえば、中国で大きな行事がいくつかあ
ります。例えば、元旦（１月１日）、春

しゅん

節
せ つ

（旧暦
１月１日）、元

げ ん

宵
しょう

節
せ つ

（旧暦１月15日）などです。
11月は特になかったのですが、近年、アメリカ
から来た感謝祭（11月の第４木曜日）、中国では
感
ぐぁんえぃんじぇ

恩 といいますが、それが流行してきました。 
感恩 について少し調べてみたところ、「もと

もとは収穫祭で、1621年の収穫祭にヨーロッパか
らの植民者とアメリカインディアンが祝宴を催し
たことを起源とし、その後、現代の感謝祭はいろ
いろな文化が混在したものになっている」という
ことです。

中国には、感恩 をする人としない人がいます。
中国発祥ではないので、アメリカ人と全く同じよ
うにはできませんが、この日はお世話になった人

に感謝する日であると思っています。今、自分は
結婚して家庭を持っています。なかなか実家に帰
ることができず、あまり親孝行ができていません
が、この機会に私を育ててくれた両親に感謝の気
持ちを伝えたいと思います。【子を持って知る親
の恩】ということわざがあります。皆さん、この
ことわざの本当の意味を理解していますか。私は
いつもそばにいる大切な人たちに、そしていつも
お世話になっている人たちに感謝します。特に、
今年３月の東日本大震災をきっかけに、「絆」の
大切さを改めて実感しています。家族と親友たち
がそばにいてくれる私は幸せ者です。皆さん、本
当にありがとうございます。これからも引き続き
よろしくお願いします。感謝の日に限らず、常に
他人への感謝の気持ちを持って、日々過ごしてい
きたいですね。

日本では、11月23日が勤労感謝の日です。あな
たは誰に感謝しますか。ぜひ自分の感謝の気持ち
をその人たちにきちんと伝えてくださいね。

新・お元気ですか�

常に感謝の気持ちを持っていますか
浜田市嘱託職員　孫　雪
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市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多
年
の

ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
10
月
３
日
㈪
、
次
の
人
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
）

《
地
方
自
治
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
市
町
村
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

（故）
岡
田　

治
夫
（
56
歳
・
金
城
町
波
佐
）

　

多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防

災
に
努
め
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

垰
田　

勝
行
（
55
歳
・
旭
町
市
木
）

山
本　
　

稔
（
56
歳
・
国
分
町
）

佐
々
木
芳
明
（
54
歳
・
大
金
町
）

白
濱　

松
喜
（
62
歳
・
弥
栄
町
野
坂
）

祝　
　

忠
德
（
55
歳
・
旭
町
都
川
）

木
村　

寿
幸
（
50
歳
・
三
隅
町
湊
浦
）

吉
田　

寿
幸
（
50
歳
・
真
光
町
）

深
野　

勝
美
（
52
歳
・
下
有
福
町
）

東
条　
　

浩
（
48
歳
・
上
府
町
）

桑
原　
　

徹
（
61
歳
・
三
隅
町
折
居
）

山
本　

久
男
（
48
歳
・
弥
栄
町
大
坪
）

廣
瀨　

賢
和
（
45
歳
・
原
井
町
）

三
浦　

寿
紀
（
54
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

藤
本　

龍
次
（
53
歳
・
松
原
町
）

河
野　

幹
夫
（
55
歳
・
旭
町
坂
本
）

宇
津　
　

光
（
50
歳
・
久
代
町
）

藤
川　

歲
行
（
59
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

野
村　

邦
彦
（
55
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
地
域
の
社
会
福
祉
と
民
生
の
安
定
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

森
田　

玲
子
（
64
歳
・
片
庭
町
）

虫
谷　

昭
則
（
63
歳
・
後
野
町
）

清
水　

澄
雄
（
80
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

其
原　

清
弘
（
74
歳
・
内
田
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護

と
青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤　

繁
雄
（
78
歳
・
長
浜
町
）

《
農
林
水
産
業
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

地
域
の
農
林
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

小
松
原
常
雄
（
69
歳
・
弥
栄
町
栃
木
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
と
し
て

学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

島
田　

康
夫
（
71
歳
・
殿
町
）

　

多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
歯
科
医
と

し
て
学
校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

長
野　

悦
郎
（
55
歳
・
熱
田
町
）

平成23年度浜田市表彰
－ 市発展に功労のあった27人を表彰 －
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

10
月
３
日
㈪
か
ら
、
避
難
勧
告

な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
迅
速
に
伝
達

す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
の
緊
急
速
報
「
エ
リ
ア

メ
ー
ル
」
の
配
信
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
と
は
、
気
象
庁

が
発
す
る
緊
急
地
震
速
報
と
、
市

が
発
す
る
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

情
報
を
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
対
応

し
て
い
る
市
内
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

の
携
帯
電
話
に
一
斉
に
配
信
す
る

も
の
で
、事
前
の
登
録
は
不
要
で
、

通
信
料
な
ど
も
発
生
し
ま
せ
ん
。

配
信
す
る
情
報

・
緊
急
地
震
速
報
（
気
象
庁
）

・
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
、
津
波
注
意
報
、
津

波
警
報
、大
津
波
警
報
の
ほ
か
、

市
民
の
生
命
に
関
わ
る
緊
急
か

つ
重
要
な
情
報

※　

エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
対
応
し
て

い
る
携
帯
電
話
の
一
覧
や
受
信

の
設
定
方
法
な
ど
は
、
ド
コ
モ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０-

８
０
０

-
０
０
０
）
や
お
近
く
の
ド
コ

モ
シ
ョ
ッ
プ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
11
月
９
日
㈬

か
ら
15
日
㈫
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

防
火
標
語

消
し
た
は
ず　
決
め
つ
け
な
い
で

も
う
一
度

運
動
の
重
点
目
標

住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
低
減

を
図
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
を
促
進
す
る
。

放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

　

放
火
さ
れ
な
い
環
境
を
つ
く
る

た
め
、町
内
会
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
放
火
防
止
対
策
を
推
進
す
る
。

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
・
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
製
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を

設
置
す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、

火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

対
象　
防
火
管
理
が
必
要
な
建
物

の
関
係
者
で
、
新
た
に
防
火
管

理
者
に
選
任
さ
れ
る
予
定
の
人

講
習
日　
12
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮

場
所　
浜
田
建
設
会
館（
原
井
町
）

定
員　
先
着
１
０
０
人

受
講
料　
６
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
。）

申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
22
日
㈫

申
込
方
法　
受
講
申
込
書
（
市
消

防
本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

http://w
w

w
.n-bouka.or.jp/

申
込
先　
㈳
島
根
県
消
防
設
備
協

会
【
〒
６
９
０-

８
５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

　

㈳
島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
６
８
２
８
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
７
５
４
）

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

住
基
カ
ー
ド
と
は
、
正
式
名
称

を
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
と

い
い
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
に
市
町
村
が
発
行
す

る
安
全
性
に
優
れ
た
カ
ー
ド
で
す
。

住
基
カ
ー
ド
の
主
な
利
用
用
途

○
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
は
、
公

的
な
身
分
証
明
書
と
な
り
ま
す
。

○
証
明
書
自
動
交
付
機
（
年
末
年

始
を
除
く
毎
日
稼
働
）
で
住
民

票
・
印
鑑
証
明
・
所
得
課
税
証

明
書
が
１
通
２
０
０
円
（
窓
口

で
は
１
通
３
０
０
円
）
で
取
得

で
き
ま
す
。

※　

現
在
、
無
料
で
住
基
カ
ー
ド

を
発
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
本

庁
総
合
窓
口
課
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
で
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※　

既
に
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
カ
ー
ド
裏
面
右
下

安
全
安
心 く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

の
配
信
開
始

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習

生
活
・
環
境

住
基
カ
ー
ド
を
作
り
ま
せ
ん
か
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

に
「
自
」
マ
ー
ク
が
付
い
て

い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
自
」
マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
証
明

書
自
動
交
付
機
が
利
用
で
き
ま

す
。
マ
ー
ク
の
無
い
人
は
、
機

能
の
追
加
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
手
数
料
無
料
）。

電
子
申
請
に
つ
い
て

　

自
宅
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

各
種
申
請
や
届
出
が
で
き
ま
す
。

電
子
申
請
を
す
る
場
合
は
、
別
途

「
電
子
証
明
書
」
の
手
続
（
手
数

料
５
０
０
円
）
と
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※　

住
基
カ
ー
ド
の
申
請
又
は
自

動
交
付
機
能
な
ど
の
追
加
の
手

続
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

庁
舎
の
保
守
停
電
に
伴
い
、
次

の
と
お
り
証
明
書
自
動
交
付
機
が

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
日　
11
月
12
日
㈯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

県
及
び
県
弁
護
士
会
・
県
司
法

書
士
会
で
は
、
多
重
債
務
対
策
と

し
て
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

面
接
相
談

日
時　
12
月
11
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

定
員　
６
人

料
金　
無
料

申
込
方
法　
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

申
込
先　
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

※　

相
談
は
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
が
対
応
し
ま
す
。

※　

当
日
は
、
司
法
書
士
に
よ
る

電
話
相
談
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

面
接
相
談
が
で
き
な
い
場
合
は
、

電
話
相
談
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

電
話
番
号　
県
司
法
書
士
会
（
☎

０
１
２
０-

１
１
４-

２
３
４
）

問
い
合
わ
せ
先

県
消
費
と
く
ら
し
の
安
全
室

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
０
３
）

　運転マナーに関することは、全て省エネ行動
に通じます。ここでちょっとエコドライブを考
えてみましょう。環境にやさしく安全なだけで
なく、家計にもおトクです。
☆ふんわりアクセル「eスタート」をしましょ
う

　発進時に省エネ意識をもち、５秒間で20㎞／
ｈ程度に加速しましょう。
　年間でガソリン83.57ℓの省エネ
　約11,110円の節約
　原油換算74.63ℓ　ＣＯ₂削減量194.0㎏
☆加減速の少ない運転をしましょう
　年間でガソリン29.29ℓの省エネ
　約3,900円の節約
　原油換算26.16ℓ　ＣＯ₂削減量68.0㎏
☆早めのアクセルオフをしましょう
　年間でガソリン18.09ℓの省エネ
　約2,410円の節約
　原油換算16.15ℓ　ＣＯ₂削減量42.0㎏
☆アイドリングストップをしましょう
　５秒の、短い時間のエンジン停止でも省エネ
効果があります。
　年間でガソリン17.33ℓの省エネ
　約2,300円の節約
　原油換算15.48ℓ　ＣＯ₂削減量40.2㎏

☆公共交通機関の利用を心掛けましょう
　公共交通機関は多くの人を一度に運ぶため、
環境にやさしい移動手段です。また渋滞や違法
駐車を減らすことにもつながります。省エネや
環境保全のため公共交通機関の利用を心掛けま
しょう。
☆低公害車を利用しましょう
　新車を買うときは、燃費のいい経済車を選び
ましょう。天然ガス自動車・電気自動車・ハイ
ブリッド車・ＬＰガス自動車などの低公害車を
積極的に選びましょう。
【一口メモ】
　道路の交通情報を活用しましょう。迷ってウ
ロウロはエネルギーのムダ。事前に調べてから
出掛けましょう。

出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ
大事典2011年版】

（本庁くらしと環境課）

証
明
書
自
動
交
付
機
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

多
重
債
務
対
策
特
別
無
料
相
談

今日からおうちで省エネ !!【自動車の巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～
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※　これは、ペットボトル・プラスチック容器
包装・びんを出荷して得た収入です。

●鉄くず売払収入　　　　15,634,415円
●資源ごみ売払収入　　　16,775,971円
（内訳）アルミ缶　　　　13,620,371円
　　　　スチール缶　　　　2,464,777円
　　　　ペットボトル　　　　436,570円
　　　　ビールびん　　　　　47,670円
　　　　一升びん　　　　　　194,560円
　　　　不燃雑品　　　　　　12,023円
●容器包装リサイクル協会拠出金収入

13,491,674円

※　ごみ処理にかかった費用のうち、約５％（約1億
2,300万円）は、ごみ袋の売上収入で賄われています。

※　歳入と歳出の差額（約21億2,600万円）は、税金
などで補填しています。

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 122,971,447
ごみ搬入手数料 8,533,450
資源ごみなど売払収入 45,902,060
焼却灰受入収入など 29,751,550
国庫補助金 372,403,000
歳入額　合計 579,561,507
【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製・販売経費 39,176,269
ごみ収集経費 228,090,213
資源ごみ中間処理経費 117,842,702
不燃ごみ処理場経費 1,346,227,657
広域行政組合負担金 866,638,832
そのほか管理運営経費 21,067,623
人件費 86,633,328
歳出額　合計 2,705,676,624

※　（　）内は、平成21年度の数値です。

問い合わせ先　本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０ ）

エコクリーンセンター

市不燃ごみ処理場

石央リサイクルセンター

古着・古布　64トン（64トン）

ごみを埋める場所
（市不燃ごみ処理場）

燃やした後の
灰を埋める

工場で、繊維材料（作
業服やカーペットを
作る材料）などに生
まれかわる

工場で、アルミ缶や
スチール缶などの原
料に生まれかわる

工場で、びんなどの
原料に生まれかわる

工場で、プラスチッ
ク製品などを作る原
料に生まれかわる

工場で、紙などの原
料に生まれかわる

１ 海外へ輸出して、
外国の人が着る

２ ウエスに生まれ
かわる

アルミ缶・
スチール缶
240トン（255トン）

ガラスびん
493トン（501トン）

リサイクルで
きるものは、
中間処理した
後、工場へ出
荷される

細かく砕いて埋める

鉄くずを取り出す

869トン
（854トン）

ペットボトル

プラスチック製
容器包装

段ボール・新聞・牛乳パック・本
1,906トン（1,965トン）

燃やせるごみ
15,332トン

（15,156トン）

燃やせないごみ
2,584トン

（2,744トン）

乾電池
0トン

（41トン）

選別した後、リサ
イクルできないも
のは、埋める

資源ごみ
3,572トン

（3,680トン）

浜田市の１年間の
ごみの量
21,488トン
（21,580トン）

１人１日あたりの
ごみの排出量
958グラム
（961グラム）

きちんと分別すれば、
大切な資源を再利用
できるし、市の収入
にもなるんですよ。

スラグは、建設資材に
活用される

メタル・スラグを取り出す

※　資源ごみは売却し、市の収入になります。

平成22年度 浜田市のごみ処理経費と処理の流れについて

市内の一般家庭や事業所から出るごみが、どのように処理されているかを簡単に図で説明します
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ご み コラムコラム

　

市
水
道
部
で
は
、
計
量
法
に
基

づ
き
、
定
期
的
に
水
道
メ
ー
タ
ー

の
取
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
は
委
託

業
者
が
行
い
、
取
替
え
に
か
か
る

費
用
は
無
料
で
す
。
取
替
委
託
業

者
（
名
札
・
腕
章
を
着
用
）
が
自

宅
に
伺
い
ま
し
た
ら
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

取
替
対
象
メ
ー
タ
ー　
有
効
期
限

が
平
成
23
年
12
月
か
ら
平
成
24

年
６
月
ま
で
の
メ
ー
タ
ー

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
部
管
理
課
業
務
係

（
☎
�
９
９
０
３
）

11月のメーター取替地区及び取替委託業者
取替地区 取替委託業者

田町・朝日町・天満町・新町・
大辻町・原町・黒川町・竹迫町・
高佐町・原井町・治和町・西村
町・内村町・上府町・久代町・
宇野町・後野町・高田町・相生町・
周布町・松原町・牛市町・紺屋
町・蛭子町・京町・瀬戸ケ島町・
長沢町・河内町のそれぞれ一部

浜田市水道事業協同組合

旭町の一部 ㈲旭設備

　

消
費
者
庁
か
ら
の
依
頼
で
調
査

を
行
っ
て
い
る
と
説
明
し
、
金
融

商
品
を
勧
誘
す
る
業
者
に
つ
い
て

の
相
談
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
及

び
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
庁
を
か
た

る
こ
と
で
、
消
費
者
を
信
用
さ
せ

る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

事
例　
「
消
費
者
庁
か
ら
依
頼
を

受
け
た
」「
消
費
者
庁
か
ら
業

務
を
委
託
さ
れ
た
」と
か
た
り
、

消
費
者
庁
と
関
係
が
あ
る
と
思

わ
せ
て
消
費
者
か
ら
の
信
用
を

得
よ
う
と
し
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス　
消
費
者
庁
が
詐
欺

商
法
に
よ
る
被
害
回
復
や
被
害

救
済
な
ど
を
業
者
に
委
託
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
根
拠
の

な
い
説
明
に
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　皆さんが、ふだん資源ごみとして出している
「ぺット・プラ」「びん」「かん」は収集後、石央
リサイクルセンターで仕分をして、リサイクル業
者へ出荷しています。しかし、リサイクルの基準
にあてはまらないものは、「燃やせるごみ」又は「燃
やせないごみ」として処理するしかありません。
　また、汚れたごみが混ざってしまうと、ほか
のごみにも汚れが付いてしまい、せっかくきれ
いに分別して出されたごみもリサイクルできな
くなってしまいます。
　今回は、実際に石央リサイクルセンターで仕
分時に困った例を紹介します。

リサイクルできない例

○「ペット・プラ」の中に「燃やせるごみ」が
混ざっている
　ティッシュなど紙類は、「燃やせるごみ」へ。
また、最近はカップ麺の容器も紙製が増えて
います。捨てる前に、もう一度リサイクルマー
クの確認をしましょう。

○「ペット・プラ」の弁当容器の中に、食べ残
しや紙のはし袋・つまようじがある
　食べ残した物や紙のはし袋・つまようじは、
「燃やせるごみ」へ。食べ終えた容器は、軽

く水洗いし、よく水を切りましょう。ただし、
汚れが落ちない（落とせない）容器は、「燃
やせないごみ」へ。
○「ペット・プラ」にバケツやザル・おもちゃ
など、プラスチックでも容器包装ではないも
のが入っている
　リサイクルできないため、「燃やせないご
み」へ。
○ペットボトル・びん・かんの中に、たばこの
吸い殻が入っている
　空になった容器をタバコの吸い殻入れに使
用しないでください。
○「かん」の中に蚊取り線香のかんや卓上コン
ロなどのガスかん、「びん」の中に化粧品の
びんが入っている
　「かん」や「びん」は飲料や食品（薬やペッ
トフードを含む。）用が対象です。蚊取り線
香のかんや化粧品のびんは「燃やせないごみ」
へ。卓上コンロなどのガスかんは、危険物な
ので必ず使い切ってから「燃やせないごみ」
へ。ほかの「燃やせないごみ」とは袋を別に
分けてください。
問い合わせ先
　本庁廃棄物リサイクル課（☎�９４３０）

～『もったいない』は未来につづく合言葉～

きちんと分別できてますか？

水
道
メ
ー
タ
ー
の

定
期
取
替
え
を
し
ま
す

だ
ま
さ
れ
な
い
で
！
消
費
者

庁
を
か
た
っ
た
悪
質
商
法
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対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

竹
迫
霊
園

所
在
地　
竹
迫
町
２
７
３
１
番
２

地
目　
墓
地

面
積　
４
㎡

区
画
数　
３
区
画

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
年
額
５
千
円

（
５
年
分
先
払
い
）

笠
柄
霊
園

所
在
地　
笠
柄
町
１
４
７
番

地
目　
墓
地

面
積　
４
㎡

区
画
数　
５
区
画

永
代
使
用
料　
１
区
画
46
万
円

管
理
料　
１
区
画
年
額
５
千
円

（
５
年
分
先
払
い
）

※　

具
体
的
な
位
置
な
ど
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

納
入
方
法

　

使
用
許
可
時
一
括
納
入

申
込
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
本
庁
く

ら
し
と
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
み
の
際
、
住
民
票
（
個

人
の
写
し
）
１
通
と
印
鑑
が
必

要
で
す
。

※　

申
込
区
画
は
１
区
画
の
み
と

し
、
抽
選
に
よ
り
区
画
の
位
置

を
決
定
し
ま
す
。

※　

竹
迫
・
笠
柄
霊
園
の
い
ず
れ

か
一
方
の
み
の
申
込
み
と
し
、

両
方
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
日
時　
11
月
25
日
㈮

受
付　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

抽
選　
午
前
10
時
30
分
～

抽
選
場
所　
市
役
所
東
分
庁
舎
２

階
Ａ
Ｂ
会
議
室

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
く
ら
し

と
環
境
係
（
☎
�
９
４
２
０
）

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
て
お

り
現
に
居
住
し
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
新
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
る
。）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
旧
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。）
の
う

ち
、
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構

造
評
点
が
、
木
造
で
１
・
０
以

上
、
非
木
造
で
０
・
６
以
上
あ

る
住
宅

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
旧
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。）
で
、

耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

点
が
、
木
造
で
１
・
０
未
満
、
非

木
造
で
０
・
６
未
満
で
あ
っ
て

も
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
併
せ

て
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
住
宅

※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※　

旧
耐
震
基
準
が
適
用
さ
れ
て

い
る
住
宅
は
、
構
造
上
の
安
全

が
確
保
さ
れ
た
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※　

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
工
事　
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ

　

ー
ム
工
事
は
、
次
の
要
件
を
満

た
す
も
の
で
す
。

⑴　

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
、
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
。）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵　

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
で

あ
る
こ
と

⑶　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
補
助
対
象
工
事
が
完

了
す
る
こ
と

⑷　

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改

修
、
し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦

等
利
用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う

工
事
部
分
は
対
象
外
で
す
。

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
・

家
電
製
品
、
そ
の
ほ
か
の
物
品

の
購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

※　

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

と
の
重
複
は
可
能
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当

す
る
額
で
、
20
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
請
方
法　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
本
庁

建
築
住
宅
課
又
は
各
支
所
建
設

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
交

付
申
請
書
に
は
次
の
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
見
積
書
の
写
し
（
積
算
内
容
の

確
認
で
き
る
も
の
）

・
住
宅
の
位
置
図
・
平
面
図
な
ど

・
施
工
箇
所
の
写
真
（
建
物
の
全

体
像
が
分
か
る
写
真
を
含
む
。）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

竹
迫
・
笠
柄
霊
園
墓
所
を

永
代
賃
借
し
ま
す

住
宅

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

浜
田
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

　

11
月
15
日
㈫
～
30
日
㈬

旭
（
①
公
営
住
宅
）

受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

募
集
住
宅　
旭
ヶ
丘
団
地
１
号
棟

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
緑ヶ丘住宅（３ＤＫ） 長沢町 平成７年度 各２戸 24,400円～47,900円
石原住宅（３ＤＫ） 熱田町 昭和54～56年度 14,000円～27,900円
内田住宅（２Ｋ） 内田町 昭和44年度 １戸 3,600円～　7,100円
日脚大久保住宅（３ＤＫ）日脚町 昭和60～63年度 ３戸 17,100円～35,100円
日脚住宅（３ＤＫ） 日脚町 平成３年度 各２戸 18,100円～35,500円
下府住宅（３Ｋ） 下府町 昭和47～48年度 5,300円～11,000円
下府住宅（２Ｋ） 下府町 昭和48年度

各１戸
5,300円～10,400円

下府住宅（２ＤＫ) 下府町 昭和50年度 10,300円～20,300円
黒川改良住宅（３ＤＫ）黒川町 昭和53年度 13,200円～17,400円
家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分

間
取
り　
２
Ｄ
Ｋ

所
在
地　
今
市

建
設
年
度　
平
成
16
年
度

戸
数　
１
戸

家
賃　
月
額
１
６
、
０
０
０
円
～

３
１
、
４
０
０
円

敷
金　
家
賃
の
月
額
の
３
か
月
分

弥
栄
（
②
地
域
定
住
住
宅
）

受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

③
雇
用
促
進
住
宅

　

市
内
４
か
所
に
あ
る
雇
用
促
進

住
宅
は
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
浜

田
市
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

募集住宅（間取り） 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額
塚ノ元住宅１号棟Ａ
単身用（３ＤＫ）

木都賀

昭和30年度
（平成11年改修）

各１戸

20,000円

塚ノ元住宅２号棟Ａ
単身用（２ＤＫ） 平成13年度 18,000円

栃木住宅４号棟
世帯用（３ＬＤＫ）

栃木
平成16年度

23,000円
栃木住宅７号棟
世帯用（４ＬＤＫ） 平成18年度

敷金　家賃の月額の３か月分

※　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

①
公
営
住
宅

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

（
黒
川
改
良
住
宅
は
11
万
４
千

円
以
下
）
で
あ
る
世
帯
。
た
だ

団地名（間取り） 所在地 家賃の月額
１・２年目 ３・４年目５年目以降

小福井団地１号棟（２Ｋ）熱田町 15,200円 18,200円 21,300円
小福井団地２号棟（２Ｋ） 17,100円 20,500円 23,900円
内田団地１号棟（２ＤＫ）

内田町 20,300円 24,400円 28,400円内田団地２号棟（２ＤＫ）
内田団地１号棟（３ＤＫ） 24,900円 29,900円 34,900円
国府団地１号棟（３ＤＫ）国分町 31,100円 37,300円 43,500円国府団地２号棟（３ＤＫ）
金城団地１号棟（３ＤＫ）金城町

七条 25,400円 30,500円 35,600円金城団地２号棟（３ＤＫ）
敷金　家賃の月額の３か月分

し
高
齢
者
世
帯
・
障
が
い
者
を

含
む
世
帯
・
子
育
て
世
帯
（
小

学
校
就
学
前
の
子
ど
も
の
い
る

世
帯
）
な
ど
は
、
収
入
月
額
が

21
万
４
千
円
以
下
（
黒
川
改
良

住
宅
は
13
万
９
千
円
以
下
）
で

あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

②
地
域
定
住
住
宅

・
地
域
定
住
住
宅
を
生
活
の
本
拠

地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

・
そ
の
人
の
収
入
が
、
生
活
保
護

法
に
よ
る
保
護
の
基
準
額
以
上

で
あ
る
こ
と

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
自
治
会
に
加
入
で
き
る
人

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
で
き

る
人

③
雇
用
促
進
住
宅

・
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
（
勤
務
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
）
人
で
、
現
に

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
人【
自
営
業
者
・

事
業
主
（
役
員
を
含
む
。）・
公

務
員
は
不
可
】

・
年
収
（
前
年
分
の
賞
与
及
び
利

子
所
得
な
ど
で
継
続
的
な
収
入

を
含
む
。）
の
12
分
の
１
の
額

が
、
家
賃
及
び
共
益
費
の
３
倍

以
上
で
あ
る
人

・
親
族
な
ど
で
、
入
居
申
込
者
と

同
程
度
以
上
の
収
入
が
あ
る
連

帯
保
証
人
が
１
人
い
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
営
住
宅
・
雇
用
促
進
住
宅
（
小

福
井
団
地
・
内
田
団
地
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

雇
用
促
進
住
宅
（
国
府
団
地
・
金

城
団
地
）

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

住
宅
入
居
者
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

農
地
転
用
の
申
請
・
各
種
届
出
に

つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
農
地
保
全
・
利
用
促
進
の

た
め
の
農
業
用
施
設
（
農
道
・
た

め
池
な
ど
）・
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
経
営
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・

農
機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用

す
る
場
合
、
ま
た
農
地
の
権
利
を

相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

は
、
い
ず
れ
も
農
業
委
員
会
へ
届

出
が
必
要
で
す
。
自
己
の
所
有
地

で
あ
っ
て
も
必
ず
許
可
を
受
け
て

か
ら
、
農
地
転
用
・
用
途
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受

け
、農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
で

指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

市
農
業
委
員
会

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民

憲
章
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

内
容　
市
民
憲
章
表
彰

　
　
　

記
念
講
演
会

　

人
と
人
と
を
つ
な
げ
る
仕
組
み

づ
く
り
を
全
国
で
実
践
し
て
い
る

山
崎
亮
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
中
山
間
地
域
や
離
島
、

空
洞
化
す
る
市
街
地
を
活
性
化
す

る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

演
題　
人
が
つ
な
が
る
仕
組
み
を

つ
く
る
～
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
と
は
～

講
師　
山
崎
亮
さ
ん
（
㈱
ｓ
ｔ
ｕ

ｄ
ｉ
ｏ-

Ｌ
代
表
取
締
役
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
内　

浜
田
市

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

宇
野
自
治
会
（
宇
野
町
）
で
は
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
と
し

て
、
そ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事

業
）
を
活
用
し
て
、
放
送
設
備
・

机
・
イ
ス
を
新
た
に
購
入
し
ま
し

た
。

　

今
後
、こ
の
備
品
を
活
用
し
て
、

運
動
会
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性
化
に

向
け
た
様
々
な
取
組
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

（
本
庁
地
域
政
策
課
）

　

金
城
自
治
区
内
の
神
楽
社
中
に

よ
る
石
見
神
楽
上
演
を
行
い
ま
す
。

日
程

11
月
２
日
㈬　

伊
木
神
楽
社
中

　
　

５
日
㈯　

久
佐
東
神
楽
社
中

　
　

12
日
㈯　

今
福
神
楽
社
中

　
　

19
日
㈯　

小
笹
神
楽
社
中

　
　

22
日
㈫　

青
原
神
楽
社
中

　
　

26
日
㈯　

波
佐
常
磐
倶
楽
部
社
中

時
間　
午
後
８
時
30
分
～

場
所　
美
又
温
泉
会
館
２
階

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

自
己
又
は
自
己
と
生
計
を
一
に

す
る
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族

の
た
め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
23
年
中
（
１
月
１
日
～
12
月

31
日
）
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

10
万
円
又
は
所
得
金
額
の
５
％
を

超
え
た
場
合
、
最
高
で
２
０
０
万

円
ま
で
の
医
療
費
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト

①　

対
象
と
な
る
の
は
10
万
円
以

上
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

※　

例
え
ば
、
65
歳
以
上
で
収
入

が
２
４
０
万
円
の
公
的
年
金
の

産
業
・
地
域
活
性
化

農
地
転
用
の
申
請
・
各
種
届

出
及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
出
に
つ
い
て

平
成
23
年
度

浜
田
市
市
民
憲
章
推
進
大
会

平
成
23
年
度
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

石
見
神
楽
定
期
公
演

税
務
・
納
税

平
成
23
年
分
所
得
税
・
平
成
24

年
度
市
・
県
民
税
（
個
人
住
民

税
）
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー

山
崎　

亮　

講
演
会
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

み
の
場
合
は
、
公
的
年
金
控
除

後
の
所
得
金
額
は
１
２
０
万
円

と
な
り
、
そ
の
５
％
で
あ
る

６
万
円
を
超
え
た
分
が
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

②　

家
族
（
扶
養
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。）の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
合
、
そ
の
医
療
費
も
対
象

で
す
。

※　

申
告
す
る
人
の
医
療
費
だ
け

で
な
く
、
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族
の
た

め
に
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
、
そ
の
医
療
費
も
合
算
し
て

申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
申
告
に
必
要
な
も

の①　
医
療
費
の
領
収
書
（
医
療
機

関
ご
と
人
ご
と
に
仕
分
し
て
集

計
）

②　

印
鑑

③　

給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
平
成
23
年
中
の
収
入

の
分
か
る
も
の

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
・
�
９
２
３

２
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　

被
災
地
の
自
治
体
へ
の
寄
附
金
、

自
治
体
を
通
じ
て
の
被
災
者
へ
の

義
援
金
は
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

と
し
て
個
人
住
民
税
・
所
得
税
の

寄
附
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
や
中
央
共

同
募
金
会
な
ど
に
東
日
本
大
震
災

義
援
金
と
し
て
寄
附
し
た
場
合
も

「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
寄

附
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

２
千
円
以
上
の
寄
附
金
・
義
援

金
が
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

平
成
24
年
度
個
人
住
民
税
の
寄
附

金
控
除
（
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
）

の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
手
続

　

平
成
23
年
分
所
得
税
確
定
申
告

又
は
平
成
24
年
度
個
人
住
民
税
申

告
に
お
い
て
、
平
成
23
年
中
（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
寄
附
に

つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

を
添
付
す
る
か
、
提
示
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
申
告
の
と
き
ま
で

大
事
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

⑴　

募
金
団
体
が
義
援
金
の
寄
附

を
行
っ
た
人
に
交
付
し
た
受
領

証
又
は
預
り
証
な
ど
（
最
終
的

に
被
災
地
方
団
体
な
ど
に
拠
出

さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。）

⑵　

次
の
①
及
び
②
の
書
類
な
ど

（
募
金
団
体
が
日
本
赤
十
字
社

又
は
中
央
共
同
募
金
会
で
あ
る

場
合
は
、次
の
①
の
書
類
な
ど
）

①　

銀
行
の
振
込
依
頼
書
の
控
え

又
は
郵
便
振
替
の
半
券
（
い
ず

れ
も
原
本
）

②　

①
の
書
類
な
ど
に
記
載
さ
れ

た
口
座
が
、
募
金
団
体
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
義
援
金
な
ど
の
専

用
口
座
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
新
聞
記
事
や
募
金
要
綱
又

は
募
金
趣
意
書
な
ど
の
写
し

⑶　

新
聞
社
な
ど
が
募
金
団
体
で

あ
る
場
合
は
、
寄
附
者
の
氏
名

な
ど
を
記
載
し
た
新
聞
記
事
な

ど
（
住
所
・
氏
名
及
び
寄
附
金

額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
に

限
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
・
�
９
２
３

２
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　

個
人
住
民
税
に
か
か
る
税
制
改

正
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
活
動

す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
を
支

援
す
る
た
め
、
平
成
24
年
度
個
人

住
民
税
の
寄
附
金
控
除
対
象
団
体

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
対
象
団
体
は
、
市
の
指
定
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
の

指
定
を
希
望
す
る
特
定
非
営
利
活

動
法
人
は
、
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

提
出
期
限　
11
月
11
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

　

平
成
23
年
分
の
年
末
調
整
の
し

か
た
、
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報

告
書
の
記
載
と
提
出
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
17
日
㈭

　

午
後
２
時
～

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

対
象
地
区　
市
全
域

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
税
務
署

（
☎
�
０
３
６
１
）

平
成
23
年
度
推
進
月
間
標
語

『
守
る
の
は　
気
づ
い
た
あ
な
た

の　
そ
の
勇
気
』

　

近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
件
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
よ
っ
て

生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事

件
も
多
発
し
て
お
り
、
児
童
虐
待

問
題
は
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決

す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
言
葉
に
よ
る
脅
迫
・
適
切

な
食
事
を
与
え
な
い
・
極
端
に
不

潔
な
衣
服
及
び
居
住
環
境
・
乳
幼

児
を
置
い
て
の
外
出
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
虐
待
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
こ

れ
を
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
通
告
が

子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と
を
理
解
し
、
地
域
に

気
に
な
る
子
ど
も
が
い
る
場
合
は

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
通

告
し
た
場
合
、
通
告
者
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
義
援
金
に
関
す

る
市
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

の
寄
附
金
控
除
の
取
扱
い

市
・
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）

の
寄
附
金
控
除
の
適
用
と
な
る

寄
附
金
を
受
け
入
れ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
届
出

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

子
育
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

児
童
虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期

発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
支
援
す
る
制
度
で
あ
り
、
15
歳

到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

（
中
学
校
修
了
前
ま
で
）
の
子
ど

も
（
施
設
入
所
な
ど
の
子
ど
も
を

除
く
。）
を
養
育
し
て
い
る
人
が

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
」
が
成
立
し
、
平
成
23
年

10
月
以
降
半
年
間
の
手
当
制
度
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

支
給
月
額
（
平
成
23
年
10
月
か
ら

平
成
24
年
３
月
ま
で
）

・
０
歳
～
３
歳
（
一
律
）

１
５
、
０
０
０
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）１

０
、
０
０
０
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
（
第
３

子
以
降
）　

１
５
、
０
０
０
円

・
中
学
生
（
一
律
）

１
０
、
０
０
０
円

所
得
制
限
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
６
月
分
以
降
（
同
年

10
月
支
給
分
）
か
ら
適
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。所
得
制
限
の
基
準
は
、

年
収
９
６
０
万
円
程
度
（
夫
婦
と

児
童
２
人
世
帯
）
と
な
る
予
定
で

す
。

　

所
得
制
限
世
帯
に
お
け
る
所
得

税
及
び
住
民
税
の
扶
養
控
除
（
所

得
控
除
）
の
廃
止
に
よ
る
減
収
に

対
す
る
必
要
な
税
制
上
の
措
置
に

つ
い
て
は
今
後
検
討
さ
れ
、
平
成

24
年
度
か
ら
所
要
の
措
置
を
講
じ

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
給
日　
平
成
24
年
２
月
７
日

（
10
月
～
平
成
24
年
１
月
分
）

※　

２
月
・
３
月
分
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
６
月
７
日
の
支
給
予

定
で
す
。

新
た
な
支
給
要
件
に
つ
い
て

⑴　

子
ど
も
に
対
し
て
も
国
内
居

住
要
件
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

（
留
学
中
の
場
合
な
ど
を
除

く
）。

⑵　

児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
設
置
者
な
ど
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

⑶　

未
成
年
後
見
人
や
父
母
指
定

者
（
父
母
な
ど
が
国
外
に
い
る

場
合
の
み
）
に
対
し
て
も
、
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑷　

監
護
・
生
計
同
一
要
件
を
満

た
す
人
が
複
数
い
る
場
合
は
、

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
（
単
身
赴
任
の

場
合
を
除
く
）。

申
請
に
つ
い
て

　

新
し
い
法
律
に
よ
り
支
給
要
件

な
ど
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
改
め
て
支
給
の
対
象
と
な
る

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
既
に
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
も
含
め
、
全
支
給
対
象
者
か
ら

申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
で
、

申
請
手
続
が
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
速
や
か
に
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

公
務
員
は
、
勤
務
先
か
ら
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
職

場
で
の
手
続
と
な
り
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
期
限

　

10
月
１
日
時
点
で
支
給
要
件
に

該
当
し
て
い
る
人
は
、
経
過
措
置

と
し
て
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
申
請
を
行
え
ば
、
10
月
分
か
ら

手
当
を
受
給
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
10
月
以
降
に
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
場
合
や
浜
田
市
へ
転

入
し
た
場
合
は
、
経
過
措
置
が
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
日
の

翌
日
か
ら
15
日
以
内
に
必
ず
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
市
町

村
へ
転
出
す
る
場
合
も
転
出
予
定

日
の
次
の
日
か
ら
15
日
以
内
に
転

入
先
の
市
町
村
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
請
手
続
が
遅
れ
る
と
、
支
給

さ
れ
な
い
月
が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
、
高
校
の

授
業
料
無
償
化
な
ど
に
伴
い
扶
養

控
除
が
次
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま

す
。

○
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
（
控
除
額
33
万
円
）

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

○
16
歳
以
上
23
歳
未
満
の
特
定
扶

養
親
族
の
う
ち
、
16
歳
以
上
19

歳
未
満
の
扶
養
親
族
に
つ
い
て

は
、
扶
養
控
除
額
の
上
乗
せ
部

分
（
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、

扶
養
控
除
額
33
万
円
と
な
り
ま

す
。

※　

扶
養
控
除
額
は
個
人
住
民
税

の
金
額
で
す
。

平
成
24
年
度
市
・
県
民
税

（
個
人
住
民
税
）
の
扶
養
控
除

の
見
直
し

※　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
19
歳
未

満
の
人
を
扶
養
し
て
い
る
人
は
、

個
人
住
民
税
の
負
担
が
、
原
則
、

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
２
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
い
る
医
師
が
、
病
気
の
予
防

や
医
療
の
大
切
さ
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
予
防
に

関
心
を
持
つ
こ
と
は
、
自
分
自
身

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
医
療

を
守
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
11
月
30
日
㈬

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館
１
階
研
修
室

テ
ー
マ　
喘ぜ

ん

息そ
く

に
つ
い
て

講
師　
向
正
美
さ
ん
（
向
内
科
小

児
科
医
院
院
長
）

料
金　
無
料

子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

健
康
・
福
祉

浜
田
市
医
師
会
に
よ
る

地
域
医
療
リ
レ
ー
講
座
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

大腸がん検診を受けましょう

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

市
医
師
会
（
☎
�
０
９
６
７
）

　

市
で
は
次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
地
域
医
療
と
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
条
例
（
仮

称
）

募
集
・
閲
覧
期
間

　

11
月
中
旬
か
ら
30
日
程
度

閲
覧
場
所

　

市
役
所
本
庁
地
域
医
療
対
策
課

　

市
役
所
各
支
所
市
民
福
祉
課

※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.city.ham

ada.
sh

im
a

n
e.jp

/m
a

ch
i/p

u
b

_
com

m
ent.htm

l

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
０
）

　近年、食生活の欧米化などにより大腸がんが増
加しています。この機会に検診を受けましょう。
対象者　40歳以上
受診料　無料
検診方法及び日時
　郵送法となります。次の流れを確認し、間違い
のないようにお願いします。

検診の流れ

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票（本庁地域医療対
策課・各支所市民福祉課にあります。市
ホームページからダウンロードもできま
す。）に必要事項を記入の上、検診会場
へ持参してください。受診票は、会場に
も準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、２～３
週間で受診者へ送付されます。

問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係
（☎�９３１１）
各支所市民福祉課

ＪＡ島根厚生連（検査機関）

浜　田　市

受　診　者

各自治区検診日程
容器配布日 受付時間 会場

浜
田

11月８日㈫ 13:30～14:30 石見公民館

11月９日㈬
9:30～10:00 下有福研修センター

10:30～11:30 国府公民館
13:00～14:00 長沢２町内児童館

11月10日㈭
9:30～10:30 長浜公民館

11:00～11:30 長浜商港会館
13:30～14:30 周布公民館

11月11日㈮

9:30～　9:50 美川公民館西分館
10:30～11:00 大麻公民館
13:00～13:30 櫟田原公民館
14:00～15:00 美川公民館

11月８日㈫
　～11日㈮ 9:00～17:00 市役所本庁地域医療対策課

金
城

11月30日㈬

9:00～10:00 久佐公民館（くざ会館）
10:30～11:30 小国公民館（おぐに会館）
13:30～14:30 かたらいの家
15:00～16:00 小笹集会所

12月１日㈭
9:00～10:00 美又公民館（みまた会館）

10:30～11:30 今福公民館（ふれあい会館）
13:30～15:00 波佐公民館（ときわ会館）

11月30日㈬
～12月２日㈮ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

旭 11月30日㈬ 9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課
弥
栄

11月16日㈬ 9:00～11:00 市役所弥栄支所市民福祉課
11月30日㈬ 9:00～11:00 老人福祉センター

三
隅

11月15日㈫

9:00～　9:30 三保公民館
9:50～10:20 中組集会所

10:30～11:00 谷集会所
13:30～13:45 的野集会所
14:00～14:15 黒沢集会所
14:25～14:35 井川集会所
14:45～15:00 黒沢公民館

11月16日㈬

9:00～　9:30 三隅保健センター
9:50～10:20 海石集会所

10:40～11:00 白砂公民館
13:30～13:50 上室谷集会所
14:00～14:20 下室谷集会所

11月17日㈭

9:00～　9:20 芦谷集会所
9:40～10:00 みのり会館

10:20～10:40 市場集会所
11:00～11:20 小原集会所
13:30～13:50 西の谷集会所
14:00～14:30 岡見公民館
14:40～15:00 松原集会所

11月18日㈮ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課11月21日㈪ 9:00～17:00

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て

大腸がん検診を受けましょう
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療
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　12月以降のがん検診日程については、「平成23
年度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診す

ることができます。
問い合わせ先
　本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）
　各支所市民福祉課

胃がん検診（予約不要）　　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

三
隅

11月９日㈬
8:00～　9:00 岡見公民館

10:30～11:00 黒沢公民館
13:30～14:00 白砂公民館

11月29日㈫ 8:00～10:00 三保公民館

11月30日㈬ 8:00～　9:00 海石集会所
10:30～11:00 市役所三隅支所

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

子宮頸がん検診　　対象　20歳～49歳の女性
　平成23年度から、子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰ
Ｖ（ヒトパピローマウイルス）検査を無料で受けるこ
とができます。
実施期間　平成24年２月29日㈬まで
受託医療機関　産婦人科江木医院（☎�１１８１）
　　　　　　　中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療
　産婦人科江木医院　11月18日㈮　17:00～19:00
　中山産婦人科医院　11月７日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

乳がん検診　　対象　35歳以上の女性
※　予約が必要です。
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年２月29日㈬まで
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上（必要者のみ）

実施日 受付時間 会場

浜
田11月16日㈬

9:00～　9:20 石見公民館
9:50～10:10 国府公民館

10:40～11:00 市役所東分庁舎前駐車場
13:00～13:20 周布公民館
13:40～14:00 長浜公民館
14:20～14:40 美川公民館

金
城11月17日㈭

9:00～　9:20 小笹集会所
9:50～10:10 久佐公民館（くざ会館）

10:40～11:10 今福公民館（ふれあい会館）
13:00～13:20 小国公民館（おぐに会館）
13:50～14:10 かたらいの家
14:40～15:10 みどりかいかん

旭11月21日㈪

7:30～　8:00 旭保健センター
8:40～　8:50 木田生活改善センター
9:30～　9:40 重富生活改善センター

10:20～10:30 市木生活改善センター
11:10～11:20 都川高齢者活動促進センター

三
隅

11月２日㈬ 13:30～14:30 河内集会所

11月18日㈮

9:00～　9:20 三保公民館
10:00～10:20 みのり会館
10:50～11:10 市役所三隅支所
11:30～11:50 岡見公民館
13:30～13:50 黒沢公民館
14:10～14:30 白砂公民館

※　65歳以上で結核検診を受けられなかった人は、肺
がん検診を利用してください。

　

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
平
成
23
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
、
今

年
度
か
ら
は
通
常
の
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

と
し
て
従
来
ど
お
り
11
月
１
日
か

ら
開
始
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
接

種
対
象
者
以
外
は
従
来
ど
お
り
任

意
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
防

接
種
の
効
果
や
副
反
応
な
ど
十
分

に
理
解
し
た
上
で
、
本
人
の
判
断

に
よ
り
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
効
果

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
完

全
に
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
の
防
止
に
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

今
季
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
、
昨
年
度
と
同
様
の
Ａ
香

港
型
・
Ｂ
型
・
旧
新
型
（
Ｈ
１
Ｎ

１
２
０
０
９
）
の
３
種
混
合
ワ
ク

チ
ン
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　

注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
・
熱

が
出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ

に
重
篤
な
症
状
（
脳
脊
髄
炎
な
ど
）

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

接
種
対
象
者

・
65
歳
以
上
の
人

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

に
、
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活

活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
が
い
を
有
す
る
人
及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
人

実
施
期
間　
11
月
１
日
㈫
～
平
成

24
年
１
月
31
日
㈫

※　

開
始
時
期
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
１
、
５
０
０
円
（
医

療
機
関
の
入
院
患
者
及
び
施
設

の
入
所
者
は
１
、
０
０
０
円
・

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

接
種
実
施
医
療
機
関

　

19
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※　

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、

通
院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課

（
☎
�
９
３
１
１
）

11月各種がん検診の日程

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
つ
い
て
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接種実施医療機関一覧表 ※　（注）は、通院・入院患者のみ対象です。
医療機関名 住所 電話番号 予約 医療機関名 住所 電話番号 予約

池田泌尿器科皮膚科医院 朝日町 �５３５３ 西川病院（注） 港町 �２３９０ ○
うのピアノクリニック 宇野町 �２６４６ ○ 能美クリニック（注） 天満町 �３２３１ ○
大石内科医院（注） 黒川町 �０３１３ 半田医院 港町 �０２８８ ○
大橋整形外科医院（注） 長沢町 �２１５０ ○ 真鍋医院 国分町 �００３１
小笠原耳鼻咽喉科医院 殿町 �４６１７ ○ 丸山内科クリニック 相生町 �１１１５
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ 三隅整形外科医院（注） 治和町 �１５７７ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ 都医院 治和町 �０１００
沖田病院 殿町 �１５５５ ○ 向内科小児科医院 国分町 �０１６７ ○
笠田医院 牛市町 �１６２１ ○ 彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ○
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ○ やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ○
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ○ 山根病院 熱田町 �０６８８
小池医院 日脚町 �１０２０ ○ 金城沖田医院 金城町七条 �１８００
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ○ 国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ○
斎藤医院 朝日町 �０２２８ ○ 国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ○
さかね内科 殿町 �２２３４ 酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ○
島田病院 殿町 �２５１１ ○ 国民健康保険弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ○
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ○ 寺井医院 三隅町西河内 �００３８ ○
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ○ 中村医院 三隅町三隅 �００２１ ○
中村医院 片庭町 �１１８３ ○ 野上医院 三隅町三隅 �００３１
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ 山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ○ びおら小児科 江津市 ０８５５

�５３５５ ○中村整形外科 殿町 �３３２５ ○
中山産婦人科医院 殿町 �００７１ ○ 上田医院 邑南町 ０８５５

�００７０西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ○

　インフルエンザは、感染した人のせきやく
しゃみなどに含まれるウイルスを吸い込むこと
で感染します。感染予防のための日常生活の注
意点を確認しましょう。

手洗い・うがいをしっかりしましょう

　インフルエンザウイルスを含む飛沫は、感染
した人のせきやくしゃみで飛び散るほかに、鼻
をかんだりした後の手指にも付着することがあ
りますので、その人が触った物にもウイルスが
付着している可能性があります。ウイルスが体
内に入るのを防ぐため、帰宅時や食事前には、
特に手洗い・うがいをしっかりと行いましょう。

せきエチケットを守りましょう

　マスクは、せきやくしゃみ、鼻水などに含ま
れるウイルスが飛び散らないようにキャッチす
るフィルターの効果があります。感染した人は、
周囲の人へのエチケットとしてマスクを着用し
ましょう。ウイルスが気道に入り込むことを防
ぐ予防の効果も期待できます。しかし、完全に
ウイルスを防ぐことはできませんので、手洗い・
うがいは忘れずに行いましょう。

栄養・睡眠を十分にとりましょう

　バランスのとれた食事と十分な睡眠をとっ
て、基礎体力をつけ、抵抗力を高めましょう。

部屋の温度や湿度に注意しましょう

　ウイルスは低温・低湿を好むので、乾燥して
いるとウイルスが長時間空気中を漂うことにな
ります。冬季は、暖房機器で乾燥しやすくなり
ますので、加湿器などを利用して適度な温度・
湿度を保つように心掛けましょう。

予防接種を受けましょう

　ワクチンの接種後、効果が出るまでに約２週
間かかるといわれています。流行が始まる前に
接種するようにしましょう。
　高齢者インフルエンザ予防接種は、11月１
日から開始します。詳しくは「高齢者に対する
インフルエンザ予防接種について（18ページ）」
の記事をご覧ください。

（本庁地域医療対策課）

※　次回12月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

インフルエンザの感染予防のために
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歴
史
と
海
の
ま
ち
国
府
を
歩
い

て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。

対
象　
歩
く
の
が
好
き
で
健
康
な

人
な
ら
ど
な
た
で
も
（
小
学
校

３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
11
月
13
日
㈰（
小
雨
決
行
）

受
付
時
間　
午
前
９
時
～

出
発
時
間　
午
前
10
時

集
合
場
所　
国
府
公
民
館

コ
ー
ス　
①
歴
史
コ
ー
ス
（
４
・

２
㎞
）・
②
歴
史
・
う
み
か
ぜ

コ
ー
ス
（
６
・
１
㎞
）

参
加
料　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０-

９
５

０
７-

１
７
５
５
）

国
府
公
民
館

（
☎
・
▢FAX
�
１
２
７
０
）

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く

見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
地
域
の
応
援
者
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

日
時　
12
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

演
題　
認
知
症
の
予
防
と
ケ
ア
を

学
ぼ
う

講
師　
山
口
晴
保
さ
ん
（
群
馬
大

学
医
学
部
教
授
）

受
講
料　
無
料

申
込
締
切
日

　

12
月
12
日
㈪
（
必
着
）

申
込
方
法　
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
会
場
名
・
参
加
人
数
・
代
表

者
住
所
・
代
表
者
氏
名
・
代
表

者
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

会
場
名
は
「
浜
田
会
場
」
又

は
「
島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
」
と
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
高
齢
者
福
祉
課
在
宅
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
【
〒
６
９
０-

８

５
０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
３
５
・

▢FAX
０
８
５
２
�
５
２
３
８
）】

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
？

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
通
じ
て
認
知
症
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
習
得
し
、
自

分
の
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の

人
や
家
族
を
応
援
す
る
の
が
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

　

例
え
ば
、
友
人
や
家
族
に
講

座
で
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
て
い

く
こ
と
や
、
認
知
症
の
人
や
家

族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
よ
う

努
め
る
、
と
い
っ
た
こ
と
も
、

サ
ポ
ー
タ
ー
に
で
き
る
支
援
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

講
座
を
修
了
す
る
と
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
「
目
印
」
と
し
て
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
が
渡
さ

れ
ま
す
。

所
得
税
の
源
泉
徴
収
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
年
金
制
度
か
ら
支
払
わ
れ
て

い
る
老
齢（
退
職
）
を
支
給
事
由

と
す
る
公
的
年
金
は
、税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
に
支
払

を
受
け
る
年
金
額
が
一
定
額
以
上

の
場
合
、
各
支
払
月
の
年
金
額
か

ら
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶
養

親
族
等
申
告
書
」
の
提
出

　

課
税
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に

は
、
毎
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
提
出
期

限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
申
告
書
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所

得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り

ま
す
。
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控

除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

次
に
該
当
す
る
人
は
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
の
提
出
は

不
要
で
す
。

・
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
１
０
８

　

万
円
未
満
の
人

・
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
１
５
８

　

万
円
未
満
の
人

「
源
泉
徴
収
票
」
の
送
付

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
１
年
間
の
年
金
の
支
払
総
額

な
ど
を
記
載
し
た
「
公
的
年
金
の

源
泉
徴
収
票
」
が
、
日
本
年
金
機

構
か
ら
１
月
中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
手
続
の
際
に
必
要

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

※　

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
、

課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

た
め
、「
源
泉
徴
収
票
」
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
２
）

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

大
切
に
保
管
を
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

歩
く
健
康
づ
く
り
普
及
事
業

～
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
国
府
～

認
知
症
研
修
会
（
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

を
開
催
し
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
の
発
行

に
つ
い
て
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な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
が
対
象
で
す
。
こ
の
社
会

保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に

つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
、 

今
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金

機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
又
は
領

収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

に
つ
い
て
は
、
来
年
の
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
場
合
も
、
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送

付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
上
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

の
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
３
）

　

人
権
課
題
の
重
要
な
柱
で
あ
る

同
和
問
題
に
つ
い
て
、
理
解
と
認

識
を
深
め
、
歴
史
を
学
び
直
し
、

差
別
に
気
付
き
、
差
別
を
許
さ
な

い
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
、
お
互
い
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室

演
題　
人
権
・
同
和
教
育
に
問
わ

れ
て
い
る
こ
と
～
近
現
代
の
部

落
史
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
～

講
師　
黒
川
み
ど
り
さ
ん
（
静
岡

大
学
教
育
学
部
教
授
）

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
内　

浜
田
自
治
区
人
権
・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
事
務
局

（
☎
�
９
１
６
０
）

　

11
月
12
日
㈯
か
ら
25
日
㈮
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
期
間
で
す
。

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な

ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら

ふ
る
わ
れ
る
暴
力
の
こ
と
で
、
身

体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、精
神
的
・

性
的
暴
力
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
に
も
な
る
重
大
な

人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
個
人

の
尊
厳
を
害
す
る
も
の
で
、
決
し

て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て
い
る
人
に

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
を
一

人
で
何
と
か
し
よ
う
と
悩
ん
だ

り
、
自
分
を
責
め
た
り
、「
自
分

さ
え
我
慢
す
れ
ば
」
と
あ
き
ら
め

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

家
庭
内
の
暴
力
を
人
に
相
談
す

る
の
は
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
暴
力
を
受
け
続
け

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
や
子

ど
も
に
大
き
な
傷
を
負
わ
せ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
、

あ
な
た
と
一
緒
に
解
決
策
を
考
え

ま
す
。

身
近
な
人
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

の
に
気
付
い
た
人
に

　

Ｄ
Ｖ
は
家
庭
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
外
部
か
ら
発
見
す
る

こ
と
が
困
難
で
す
。

　

ま
た
、
被
害
者
も
保
護
を
求
め

る
こ
と
を
た
め
ら
う
こ
と
か
ら
、

「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
で
は
、
配
偶
者

な
ど
か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る

人
を
発
見
し
た
人
は
通
報
す
る
よ

う
努
め
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
者
に
対
し
、
受
け
て
い
る

暴
力
が
Ｄ
Ｖ
に
あ
た
る
こ
と
を
伝

え
、
相
談
窓
口
に
相
談
す
る
よ
う

助
言
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

料
金　
無
料

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談
窓

口
（
☎
�
３
４
３
４
）

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
及
び
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
14
日
㈪
か
ら
20
日
㈰
ま
で
の
１

週
間
を
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

設
定
し
、
県
に
お
い
て
も
、
次
の

と
お
り
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
で
の
悩

み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

期
間　
11
月
14
日
㈪
～
20
日
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）

人
権

人
権
・
同
和
教
育
講
演
会

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯
罪
で
す

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間



広報はまだ：平成23年11月号　　　22

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

近
年
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り

巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
少

年
に
よ
る
凶
悪
事
件
、
い
じ
め
の

問
題
、
児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
件
な
ど
が
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
フ

リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の
若
者
の
数

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、教
育
・

福
祉
・
雇
用
な
ど
、
各
分
野
に
わ

た
る
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
内
容
と
し
た
「
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
推
進
法
」
が
平
成

22
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
で
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い

ま
す
。こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、

地
域
社
会
な
ど
の
連
携
・
協
力
に

よ
る
支
援
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
０
９
８
５
）

本
場
の
中
国
料
理
に
挑
戦
！

　

弥
栄
在
住
の
趙

ち
ょ
う
ひ
ょ
う氷

さ
ん
を
講
師

に
、
本
場
の
中
国
料
理
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
中
国
出
身
の
国

際
交
流
員
も
一
緒
に
な
っ
て
、
皆

さ
ん
に
本
格
的
な
料
理
を
教
え
ま

す
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。

講
師　
趙
氷
（
島
根
県
立
大
学
大

学
院
生
・
中
国
出
身
）・
高
建

軍（
市
国
際
交
流
員
）・
孫
雪（
本

庁
地
域
政
策
課
嘱
託
職
員
）

日
時　
11
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
弥
栄
会
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

料
金　
３
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
11
月
11
日
㈮

　

英
語
で
話
す
機
会
を
探
し
て
い

る
と
い
う
人
、
こ
の
英
会
話
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
状
況
で
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

よ
う
に
、
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ

う
。

ク
ー
ル
英
会
話
！

（
初
級
・
中
級
）

対
象　
大
人

講
師　
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ベ
ッ
ク
マ

ン
（
市
国
際
交
流
員
）

日
程　
11
月
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・

21
日
㈪
・
12
月
５
日
㈪
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪

時
間

初
級　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

中
級　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
各
15
人

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
４
日
㈮

韓
国
語
会
話
３

　

韓
国
語
の
基
礎
が
分
か
る
人

を
対
象
に
、
市
国
際
交
流
員
の

金き
む
す
う
ぉ
ん

穂
原
さ
ん
が
韓
国
語
の
簡
単
な

会
話
表
現
を
や
さ
し
く
教
え
ま
す
。

日
時　
11
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬
・

12
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・
平
成

24
年
１
月
11
日
㈬
・
18
日
㈬
・

25
日
㈬
・
２
月
１
日
㈬
・
８
日

㈬
・
15
日
㈬

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

場
所　
浜
田
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
２
、
０
０
０
円

（
会
員
１
、
０
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
11
月
８
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
気
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
行
い
ま
す
。
家
族
や
近
所

の
皆
さ
ん
で
参
加
し
て
、
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
浜
田
市
民

種
目　
バ
ウ
ン
ス
ボ
ー
ル

※　

一
般
の
部
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

部
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
参
加
に

な
り
ま
す
。

チ
ー
ム
編
成　

３
～
５
人
で
１

チ
ー
ム
（
試
合
中
の
交
代
は
可

能
で
す
が
、コ
ー
ト
内
は
３
人
）

※　

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
は
、
コ
ー

ト
内
３
人
の
う
ち
、
必
ず
小
学

生
以
下
１
人
・
大
人
１
人
を
含

む
３
人
で
構
成
す
る
こ
と
（
原

則
、
親
子
が
望
ま
し
い
。）

日
時　
11
月
20
日
㈰

　

午
前
８
時
～
正
午

※　

受
付
後
、
体
操
・
初
心
者
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

場
所　
国
府
小
学
校
体
育
館

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
申
込
書
（
本
庁
生
涯

学
習
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室

内
用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

空
い
た
時
間
と
場
所
を
利
用

し
、「
バ
ッ
ゴ
ー
」
を
行
い
ま

す
の
で
、 

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
・
▢FAX
�

５
０
９
０
）

Em
ail:m

anabi@
city.ham

ada.
shim

ane.jp

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

浜
田
市
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
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地元ガイドの説明を受ける参加者の皆さん

　９月25日㈰、金城三偉人（能
の う み

海寛
ゆたか

・島
し ま む ら

村抱
ほ う げ つ

月・岡
お か も と

本甚
じ ん ざ え も ん

左衛門）
ウォーキング大会の第２弾として、「第３回島村抱月ウォーキ
ング大会」が開催されました。
　久佐公民館に集まった約80人の参加者たちは、「近代演劇の
父」といわれる島村抱月（1871年～1918年）の生まれ育った小
国地区と幼年期を過ごした久佐地区の２コースに分かれスター
ト。コースの途中、地元ガイドからの説明を聞きながら抱月ゆ
かりの地を巡り、秋晴れのもと自然を満喫しながらのウォーキ
ングに心地よい汗を流しました。

神楽面のパズルを作る参加者

９月21日㈬、三隅中学校３年生の職場体験企画事業「失われた
ピース　チーム対抗パズル探し」が三隅公民館で行われました。

これは、２月の職場体験時に生徒が企画したイベントの運営
を行うというもので、当日は、参加者36人を５チームに分けて、
館内に隠したパズルを探すゲームや伝言ゲームを行って交流を
図りました。

参加者は、「みんなが楽しめるように工夫したゲームを考え
てくれてとても楽しかった。」と笑顔で話していました。

　９月24日㈯、「第８回ピオーネまつり」がリフレパークきん
たの里で開催されました。
　このイベントは、地元生産者で作るぶどう生産者協議会が、
ピオーネ産地としての知名度向上を図るとともに、販路の拡大
を目的に毎年開催しています。
　市内外から大勢の来場があり、恒例のピオーネ即売会では、
用意した300パックがすぐ完売し、加工品のピオーネアイスな
ども大好評。ピオーネなどを景品にビンゴゲームや「えびす舞」
による餅まきが行われ、会場はにぎわいを見せました。

　９月24日㈯、「はまだ未来文化祭2011」が石央文化ホールで
行われました。
　この催しは、文化・芸術を通じて交流を深めようと市民有志
と大学生が実行委員会となって主催。ステージでは、市内の保
育園児やサークル・大学生による音楽やダンスが披露され、続く
第２部では、シンガーソングライター六子さんのリサイタルが
行われ、来場者は、それぞれの発表を楽しんでいました。
　また、ロビーでは、大学生や子どもたちの絵画などの作品展
示や東日本大震災の募金活動も行われました。

大盛況！ピオーネが当たる「えびす舞」の餅まき

県立大学生の皆さんによる吹奏楽

♥Town Topics まちのわだい

ピオーネ生産者が直接販売でPR
～ 第８回ピオーネまつり ～

かなぎ

文化・芸術を通じて交流を深める
～ はまだ未来文化祭2011 ～

みすみ中学生がイベントを運営

かなぎ郷土の先人ゆかりの地を巡る
～ 第３回島村抱月ウォーキング大会 ～
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ライブで盛り上がる会場

　９月11日㈰、自殺予防週間の取組として、自死予防講演会・
こころのうたライブが旭センターで開催されました。
　県立心と体の相談センター所長・永岡秀之さんによる講演の
後、旭自治区内の小学生や一般の人から応募があった「こころ
にやさしい標語」の紹介が行われ、会場は温かい雰囲気に。ま
た県内で活動を行うシンガーソングライター六子さんによるラ
イブが行われ、約200人の来場者は心に響く優しい歌を満喫し
ました。

　９月11日㈰、「弥栄自治区敬老会」が弥栄会館で開催されま
した。弥栄町在住の約200人の敬老者が参加され、今年は６人
が地域功労賞を、６組の夫婦が金婚の表彰をそれぞれ受けられ
ました。
　この会を祝して、小・中学生によるお祝いの合唱や、弥栄で
活躍する各種サークルによるフォークダンスや舞踊・合唱など
が行われました。アトラクションや昼食を通して、参加者同士
で話も弾み、来年の元気な再会を期して美浦浜田市議会議員に
よる万歳三唱で会が締めくくられました。

　９月13日㈫、旭町山ノ内の梨園で木田小学校児童９人が地元
特産の赤梨「豊水」の収穫を行いました。
　同校では恒例行事となっており、４月には受粉作業、５月に
は摘果作業を行い、梨の生育を見守ってきました。
　児童たちは慣れた手つきで梨をもぎとり、約200個を収穫。
もぎたての梨を食べた児童たちは「おいしい」と顔をほころば
せました。収穫した梨は、日頃お世話になっている地域の人た
ちなどへ配られます。

にぎやかな雰囲気の中で、食も話も進みます

手を伸ばして梨を収穫する児童

　９月12日㈪、高城遠足が高城山から龍雲寺までのハイキング
コースで行われました。
　当日は、天候に恵まれ、三隅小学校児童25人が参加。
　高城山山頂までの道のりは、所々傾斜がきついところもあり
ましたが、児童たちは一歩一歩踏みしめながら登っていました。
　その後、高城山から下山し、龍雲寺の本堂で地元の人が用意
したおにぎり弁当をお腹いっぱい食べました。

素晴らしい景色をバックにハイポーズ

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

みすみ元気いっぱいに高城遠足

やさか長寿を祝い、多年の功績に感謝を！
～ 平成23年度弥栄自治区敬老会 ～

あさひ優しい言葉や歌が心に響く
～ 自死予防講演会・こころのうたライブ ～

あさひ実りの秋 小学生が梨を収穫
～ 木田小学校 梨の収穫 ～
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ビーチフラッグスでダイビングキャッチ

　９月11日㈰、「ライフセービングチャンピオンシップスin島
根」が県立石見海浜公園で開催されました。
　この大会は、ライフセーバーの技術向上や相互交流を目的に
浜田ライフセービングクラブが主催し今年で７回目。
　当日は30℃を超える猛暑の中、近畿・中国地方から８チーム
が参加してレスキューボードレースやビーチフラッグスなど、
個人・団体で６種目が行われました。選手たちは、日頃の活動
の成果を発揮し、気迫あるプレーを見せていました。

受賞された佐々木さんと「まきひらやす4」

８月26日㈮、ＪＡいわみ中央種畜共進会による牛の品評会が
弥栄肉用牛改良流通センター（通称：牛の里）で行われました。

当日は、ＪＡいわみ中央管内の畜産農家から選りすぐりの若
い雌牛が出品され、美しく磨き上げられて居並ぶ牛の姿は壮観
でした。　

その中でも、弥栄町で畜産農家を営む佐々木祥二さんの出品
した牛が見事、特選賞首席を受賞。佐々木さんは、「今後も地
域の産業として良い牛を育てていきたい。」と話していました。

　８月27日㈯、「全国小学生陸上競技交流大会」が神奈川県横
浜市にある日産スタジアムで開催されました。
　地方予選を勝ち抜いた小学生アスリートが集まり、各種目と
もハイレベルな競技が展開されました。
　その中でも、走り高跳びの種目において、６月26日㈰に行わ
れた県予選で優勝し、島根県代表として出場した藤井美紀さん
（弥栄小学校・弥栄陸上教室所属）が１ｍ35㎝の記録で第３位
に入賞しました。
　今後の更なる活躍が期待されます。

　９月９日㈮、「第６回少年の主張浜田市大会（中学校弁論大
会）」が旭中学校で開催されました。
　市内９つの中学校から選ばれた生徒10人が、東日本大震災を
とおして気付いたことや体験したこと、また家族や友達のこと
など、自分たちの熱い思いを約170人の聞き手を前に堂々と発
表しました。
【主な入賞者】
最優秀賞　１席 小松原優花（弥栄中）、２席 奥野睦実（第三中）
優秀賞　　小加本梨穂（三隅中）、陳源(第一中)

表彰式直後、感極まった藤井美紀さん

生徒の発表を真剣に聴く来場者

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

ライフセーバーが救助技術を競う
～ ライフセービングチャンピオンシップスin島根 ～

祝！走り高跳び全国大会第３位
～ 第27回全国小学生陸上競技交流大会 ～

やさか

中学生が熱い思いを発表
～ 第６回少年の主張浜田市大会 ～

やさか牛の里に近隣の良牛が勢ぞろい！
～ 第11回ＪＡいわみ中央種畜共進会品評会 ～
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　３日㈷・５日㈯・６日㈰・23日㈷ 

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○11月の休館日　３日㈷・23日㈷・30日㈬
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行
わ
れ
た
異
文
化
理
解
研
修
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

蔚
山
大
学
で
は
韓
国
語
や
歌
、
料

理
の
授
業
な
ど
を
受
け
、
本
当
に
楽

し
く
韓
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
蔚
山
大
学
の
学
生
や

先
生
も
優
し
い
人
ば
か
り
で
、
授
業

の
後
は
毎
日
、
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

に
行
っ
た
り
、
買
い
物
や
カ
ラ
オ
ケ

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
テ
ン
プ
ル
ス
テ
イ
や

テ
コ
ン
ド
ー
体
験
、
慶

き
ょ
ん

州じ
ゅ

・
釜ぷ

山さ
ん

・

ソ
ウ
ル
見
学
な
ど
韓
国
の
伝
統
文
化

を
直
接
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
通
し
て
以
前
よ
り
韓

国
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
韓
国
語
の
学
習
を
続
け
、

さ
ら
に
韓
国
語
力
を
高
め
て
い
き
た

い
で
す
。

　

約
１
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
友
達
を
作

れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
物
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

※　

異
文
化
理
解
研
修
と
は
、
ア
メ

リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓
国
の

交
流
校
で
、夏
休
み
を
利
用
し
て
、

約
１
か
月
に
わ
た
り
生
活
し
な
が

ら
、
語
学
や
文
化
を
集
中
的
に
学

習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
県
立
大

学
の
特
徴
的
な
授
業
の
ひ
と
つ
で

す
。
今
年
度
は
合
計
１
１
２
人
の

学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

12
月
７
日
㈬
、「
国
際
文
化
交
流

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
大
学

へ
来
て
い
た
だ
き
、
世
界
の
様
々
な

文
化
や
演
奏
に
触
れ
な
が
ら
学
生
や

教
職
員
と
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

第
１
部
は
学
生
の
企
画
に
よ
る
交

流
会
を
、
第
２
部
は
石
見
智
翠
館
高

等
学
校
の
吹
奏
楽
部
を
招
い
て
演
奏

会
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』
12

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
推
進
室

（
☎
�
２
３
９
６
）

講座Ⅱ　社会を学ぶ～国際・地域・文化
11月９日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　中塚敏之教授（松江キャンパス）
演題　島根の食文化

講座Ⅴ　日本語と日本語教育
11月５日㈯　午後１時15分～２時45分
講師　中園博美准教授（島根大学外国語教育セン

ター）
演題　外国語としての日本語の教え方（文法）

11月16日㈬・30日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　小林明子講師
演題　外国語としての日本語の教え方

（文字・語彙）①②

講座Ⅵ　英語と英語教育
11月２日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　マニング・クレイグ・トーマス講師
演題　Incorporating cooperative learning

into the classroom
11月24日㈭　午後６時15分～７時45分
講師　ヘネベリー・スティーヴン講師
演題　Incorporating blogging into your

teaching

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３
※　受講料は無料で、申込みをしていない人でも当

日受講できますが、準備の都合上、できるだけ事
前に申込みをしてください。
申込み・問い合わせ先
　交流研究課（☎�２２０１）

テンプルステイにて
（後列左から２番目が和田さん）

蔚山大学にて（真ん中が和田さん）

vol. 97
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

異
文
化
理
解
研
修
に
参
加
し
て

異
文
化
理
解
研
修
（
韓
国
・
蔚う

る

山さ
ん

大
学
）
参
加
者　

　
　
　
和
田
泰
裕
（
２
年
）

第
12
回
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
の
ご
案
内

公開講座のご案内
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石
正
美
術
館
で
は
、
開
館
10
周
年

を
記
念
し
た
２
つ
の
特
別
展
を
好
評

開
催
中
で
す
。

　

本
館
で
は
、
日
本
画
家
・
石
本
正

が
、
こ
こ
１
・
２
年
に
描
い
た
新
作
25

点
を
、
代
表
的
作
品
と
と
も
に
展
示

す
る
「
石
本
正
新
作
展　

視
線
の
か

な
た
に
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
画

業
60
年
余
、
91
歳
に
な
っ
た
今
も
変

わ
ら
な
い
、
画
家
の
「
視
線
」
か
ら

生
ま
れ
る
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

新
館
で
は
、「
Ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｉ

ｏ
ｎ
ｅ
（
イ
ミ
タ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
）
～

模
写
の
感
動
と
歓
び
～
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
画
家
は
、
優
れ
た
作
品

を
模
写
す
る
と
き
、
そ
の
作
者
の
心

と
一
つ
に
な
り
た
い
、
と
い
う
思
い

で
そ
れ
ら
を
写
し
取
る
と
い
い
ま

す
。
作
者
の
心
が
込
め
ら
れ
た
模
写

の
数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
、
今
回
の
特
別
展
に
関
連
し
た
特

別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間　
12
月
４
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　

一
般　

７
０
０
円
（
６
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
円

※　

Ｌ
コ
ー
ド
６
６
２
５
９

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

《展示室》

○開館10周年記念特別展
12月４日㈰まで

【本館】
「石本正新作展　視線のかなたに」
【新館】

「Ｉｍｉｔａｚｉｏｎｅ（イミタツィオーネ）
～模写の感動と歓び～」

《ギャラリー展示》

美術大学選抜日本画展
11月13日㈰まで

《イベント情報》

第37回石本正絵画教室
11月５日㈯・６日㈰

特別講演会「画商から見た石本先生」
　講師：淺木正勝さん
　　　　（全日本美術商連合会会長）

11月５日㈯　午前10時～11時30分
石正美術館まつり
（みすみフェスティバル）

11月12日㈯・13日㈰
歌・ピアノコンサート

11月20日㈰　午後２時～３時

　11月12日㈯・13日㈰、みすみフェスティバルに合わせて開催する
「石正美術館まつり」ではフリーマーケット出展者を募集します。
希望する人は連絡してください（食品の販売はできません）。
料金　無料

　12月、今年も「石見の冬至祭り・光の回廊」を開催します。会場
に展示する照明作品を募集します。石州和紙や竹など素材は問いま
せん。学校・グループでの応募も大歓迎です。

※　光源（電球など）については
事前にお問い合わせください。

問い合わせ先
　石正美術館（☎�４３８８）

光の回廊

模写「オルソラと仲間
達のローマへの航海」

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

◎フリーマーケット出展者募集

◎光の回廊、照明作品

開
館
10
周
年
記
念
特
別
展

の
お
知
ら
せ
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
現
在

『
万
華
鏡
の
世
界
展
』
を
開
催
中
で

す
。
本
展
で
は
、
日
本
を
代
表
す
る

万
華
鏡
作
家
の
依
田
満
・
百
合
子
さ

ん
の
作
品
を
中
心
に
、
万
華
鏡
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
と
工

夫
と
美
し
さ
を
兼
ね
備
え
た
夢
の
あ

る
大
型
作
品
や
影
絵
を
組
み
合
わ
せ

た
作
品
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
島
根
県
立
大
学
、
地

元
企
業
と
連
携
し
て
立
ち
上
げ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ま
ん
げ
き
ょ
う
で
石

見
を
の
ぞ
こ
う
」
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

会
期
中
の
週
末
に
は
い
ろ
い
ろ
な
万

華
鏡
作
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
中
で
す
。
展
覧
会
最
終
日
に
は
、

依
田
満
・
百
合
子
さ
ん
を
招
い
て
、

島
根
県
立
大
学
の
学
生
が
集
め
た
浜

田
に
ち
な
ん
だ
廃
材
（
石
州
瓦
・
和

紙
・
神
楽
衣
裳
な
ど
）
を
使
っ
た
万

華
鏡
作
り
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
万
華
鏡
を
見

て
、
作
っ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
11
月
23
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

２
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

１
０
０
円

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時

30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
先
生
に
よ
る
、
貴

重
な
活
動
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
ク
ロ
ア
チ
ア
の
風
》

　

ク
ロ
ア
チ
ア
の
カ
ー
ニ
バ
ル
に
関

連
し
た
作
品
作
り
を
す
る
よ
。

◎
11
月
３
日
㈷

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

　

開
催
中
の
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
万
華
鏡
作
り
を
し
ま
す
。

※　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
の

万
華
鏡
作
り
を
し
ま
す
。

《
果
て
し
な
い
世
界
を
作
ろ
う
》

　

鏡
の
効
果
で
果
て
し
な
く
続
く
空

間
が
表
現
で
き
る
ユ
ニ
ー
ク
な
箱
型

の
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
空
き
缶
万
華
鏡
作
り
》

　

廃
品
と
な
る
ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー

ル
缶
を
使
っ
て
万
華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

11
月
の
休
館
日

振
替
日　
４
日
㈮

月
曜
日　
７
日
・
14
日
・
21
日
・

　
　
　

28
日

展
示
替　
24
日
㈭
・
25
日
㈮

《
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
万
華
鏡
作
り
》

　

丸
型
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
万

華
鏡
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
定
員　
先
着
20
人

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
木
の
キ
ュ
ー
ブ
パ
ズ
ル
》

　

４
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
に
絵
を
描
い
て
、

絵
を
合
わ
せ
て
遊
ぶ
パ
ズ
ル
を
作
ろ

う
。

◎
11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
ま
ん
げ
き
ょ
う
で
石
見
を
の
ぞ
こ

う
》

　

石
見
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
万
華
鏡
作
り
。

飾
り
は
、
島
根
県
立
大
学
の
学
生
が

中
心
と
な
り
、
地
元
企
業
か
ら
集
め

た
よ
。
の
ぞ
く
と
ど
ん
な
模
様
が
生

ま
れ
る
か
楽
し
み
だ
ね
！

◎
11
月
23
日
㈷

●
定
員　
先
着
30
人

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

影絵万華鏡

「Time　やさしい時間」

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.179

有

料

広

告

万
華
鏡
の
世
界
展

11
月
の
イ
ベ
ン
ト



広報はまだ：平成23年11月号　　　30

日　
11
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
桧
ヶ
浦
公
園（
大
辻
町
）

清
掃
場
所　
桧
ヶ
浦
公
園
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）
「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ

ン
記
念
財
団
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

募
金
を
も
と
に
、
環
境
活
動
団
体
を

支
援
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
助
成（
森
林
保
護
・

保
全
を
通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
活
動
）

対
象　
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
」

が
活
動
分
野
と
し
て
認
証
さ
れ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

助
成
金
額　
１
団
体
あ
た
り
年
間
上

限
１
５
０
万
円

期
間　
原
則
３
年
間
継
続

活
動
助
成
（
環
境
市
民
活
動
）

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
又
は
任
意
の
環

境
団
体
（
財
団
・
商
店
会
な
ど
は

対
象
外
）

助
成
金
額　
上
限
な
し

期
間　
１
年
間
（
隔
年
助
成
の
た
め

継
続
し
て
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。）

自
立
事
業
助
成
（
助
成
期
間
内
に
自

立
し
た
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
目
指
す
団
体
）

対
象　
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
」

が
活
動
分
野
と
し
て
認
証
さ
れ
、

か
つ
３
年
以
上
の
活
動
実
績
が
あ

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
２
０
０
９
年
２

月
末
日
以
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を

取
得
し
て
い
る
団
体
）

助
成
金
額

　

１
団
体
あ
た
り
上
限
４
４
０
万
円

期
間　
原
則
３
年
間
継
続

広
域
連
携
促
進
助
成
（
複
数
の
団
体

に
よ
り
地
域
の
環
境
活
動
の
効
果
を

高
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

対
象　
「
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動
」

が
活
動
分
野
と
し
て
認
証
さ
れ
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
代
表
と
な

り
、
複
数
の
団
体
で
構
成
さ
れ
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
構

成
団
体
の
属
す
る
都
道
府
県
が
複

数
に
及
ぶ
こ
と
）

助
成
金
額　
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
た

り
上
限
２
０
０
万
円

期
間　
原
則
２
年
間
継
続

各
種
助
成
の
共
通
事
項

募
集
締
切
日　
11
月
30
日
㈬
（
当
日

消
印
有
効
）

助
成
対
象
活
動
期
間

対
象　
離
転
職
者
で
Ｏ
Ａ
機
器
に
よ

る
事
務
処
理
の
基
礎
的
な
知
識
技

能
を
習
得
し
就
職
を
希
望
す
る
人

訓
練
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
・
表
計
算
や

簿
記
・
会
計
ソ
フ
ト
な
ど
の
知
識

技
能
及
び
接
遇
基
礎

訓
練
期
間　
平
成
24
年
１
月
６
日
㈮

～
３
月
29
日
㈭

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

料　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
及

び
保
険
料
な
ど
１
５
、
０
０
０
円

程
度
が
別
途
必
要
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
に
興
味
が
あ
る
皆
さ

ん
、
楽
し
く
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
体
を

動
か
し
、
運
動
不
足
を
解
消
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
未
経
験
者
も
大
歓
迎
！

対
象　
ど
な
た
で
も
（
親
子
参
加
大

歓
迎
）

日　
11
月
19
日
㈯
・
12
月
３
日
㈯

平
成
24
年
３
月
１
日
㈭
～
平
成
25

年
２
月
28
日
㈭

応
募
方
法　
申
請
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
添

付
書
類
を
同
封
の
上
、
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.7m

idori.org/josei/

※　

詳
し
く
は
、要
項
・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
一
般
財
団
法
人
セ
ブ
ン-

　

イ
レ
ブ
ン
記
念
財
団
【
〒
１
０
２

-

８
４
５
５　

東
京
都
千
代
田
区

　

二
番
町
８-

８
（
☎
０
３-

６
２

　

３
８-

３
８
７
２
・
▢ＦＡＸ
０
３-

３

　

２
６
１-

２
５
１
３
）】

Em
ail:oubo.12b@

7m
idori.org

募
集
期
間　
12
月
９
日
㈮
ま
で

申
込
方
法　
申
込
用
紙
（
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
に
あ
り
ま
す
。）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

問　
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

まちかど伝言板

教
室
・
講
座

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
　

集

有

料

広

告

セ
ブ
ン
︲
イ
レ
ブ
ン

み
ど
り
の
基
金
助
成
団
体

川
本
Ｏ
Ａ
事
務
科
訓
練
生

み
ん
な
の
た
め
の

フ
ッ
ト
サ
ル
教
室
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い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

定　
30
人

料　
１
人
１
回　

５
０
０
円

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
㈳
島
根
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

浜
田
支
部
フ
ッ
ト
サ
ル
委
員
会

齋
藤
憲
嗣
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２

２
９
４-

９
５
１
８
）

Em
ail:futsalham

ada@
yahoo.

co.jp

　

か
ず
ら
編
み
を
し
て
か
ら
飾
り
付

け
る
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
。
江

津
市
で
綿
花
栽
培
や
綿
を
使
っ
た
小

物
作
り
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る

「
わ
た
の
里
も
こ
も
こ
」
の
皆
さ
ん

が
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
リ
ー
ス
を
飾
り
ま
せ
ん
か
？

日　
12
月
４
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
観
光
情
報
コ
ー
ナ
ー

ロ
ビ
ー
（
ア
ク
ア
ス
入
口
横
）

定　
先
着
20
人

料　
１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
軍
手
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
管
理
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
６
０
０
）

　

子
ど
も
へ
の
理
解
、
子
ど
も
へ
の

暴
力
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
知
識

（
虐
待
・
性
的
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

の
習
得
を
行
い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
人
を
対

象
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
活
動
の
力
に

な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
平
成
24
年
１
月
27
日
㈮
～
29
日

㈰　

３
日
間

場　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

定　
30
人

講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ

　

ー
・
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ベ
ー
シ
ッ
ク
ト

レ
ー
ナ
ー

料　
２
７
、
７
５
０
円
（
受
講
料
・

資
料
代
）

申
込
締
切
日　
12
月
８
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

本
講
座
修
了
後
、
別
に
開
催
す

る
「
実
践
講
座
」
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
Ｃ
Ａ
Ｐ
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
活
動
認
定
証
」
の
取
得

が
で
き
ま
す
。

申
・
問　
は
ま
だ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
☎
０
９

　

０-

８
０
６
９-

３
３
３
１
）

　

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン

タ
ー
の
現
況
を
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
11
時

午
後
の
部　
午
後
１
時
～
３
時

場　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

※　

子
ど
も
用
の
制
服
を
着
て
の
写

真
撮
影
や
、
刑
務
作
業
体
験
が
で

き
ま
す
。

問　
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ

ン
タ
ー
庶
務
課
（
☎
�
８
１
７
１
）

　

金
城
の
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
さ

ざ
ん
か
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

好
評
だ
っ
た
第
１
回
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
会
を
受
け

て
、
第
２
弾
で
は
フ
ル
ー
ト
・
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
の
演
奏
会
を
企
画
し
ま
し

た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
５
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
20
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

料　
無
料

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

農
林
産
物
や
島
根
和
牛
、
手
打
ち

そ
ば
、
田
舎
ず
し
な
ど
地
域
特
産
品

の
展
示
即
売
や
地
元
商
店
、
事
業
所

の
出
店
、
そ
し
て
「
石
見
神
楽
」「
太

鼓
」「
踊
り
」
な
ど
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
２
日
間
で
す
。

　

ぜ
ひ
「
金
城
」
に
来
て
も
ら
い
、

深
ま
る
秋
の
た
た
ず
ま
い
と
、
地
域

の
文
化
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
か
な
ぎ

問　
石
央
商
工
会
本
所
内　

さ
ざ
ん

か
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
０
０
７
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

有

料

広

告

石
見
海
浜
公
園
ク
ラ
フ
ト
教
室

～
か
ず
ら
編
み
で
作
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
～

子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
の

た
め
の
基
礎
講
座
in
は
ま
だ

島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
施
設
見
学
会

第
24
回
さ
ざ
ん
か
祭
り

第
２
回
ホ
ワ
イ
エ・

サ
ウ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト

　

　

　



広報はまだ：平成23年11月号　　　32

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
12
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

　

地
元
特
産
品
の
販
売
、
公
民
館
や

各
種
団
体
の
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

郷
土
色
豊
か
な
出
演
者
に
よ
る
楽
し

い
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
13
日
㈰

は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場　
三
隅
中
央
公
園
周
辺

問　
市
三
隅
支
所
産
業
課
内　

み
す

み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
☎
�
２
８
０
３
）

　

市
内
外
の
14
団
体
に
よ
る
石
見
神

楽
共
演
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈰

開
場　
午
前
８
時
30
分

開
演　
午
前
９
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

　

前
売
券
一
般　
　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　

５
０
０
円

　

当
日
券
一
般　
　

１
、
８
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
学
生　

８
０
０
円

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
本
庁
観
光
振
興
課
内　

日
本
石

見
神
楽
大
会
実
行
委
員
会

（
☎
�
９
５
３
１
）

　

農
林
産
物
の
品
評
会
及
び
即
売

会
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
石
見
神
楽

上
演
や
各
種
団
体
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
、
各
種
団
体
に
よ
る
出
店
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
旭
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
に
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場　
市
役
所
旭
支
所
周
辺
・
市
民
体

育
館
・
旭
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問　
市
旭
支
所
産
業
課
内　

旭
ふ
る

里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
☎
�
１
４
３
６
）

　

県
内
の
体
操
競
技
を
志
す
小
・
中
・

高
校
生
が
一
同
に
会
し
、
技
と
力
と

美
し
さ
を
競
い
合
い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時
20
分
～

競
技
開
始　
午
前
10
時
～

場　
県
立
体
育
館

問　
県
立
体
育
館
内　

建
設
記
念
体

操
競
技
大
会
準
備
委
員
会

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

は
？
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
や
歩
き
方
か

ら
始
め
ま
す
。
ま
ず
は
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
取
り

入
れ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
代
謝
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

日　
11
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

講
師　
伊
藤
義
昭
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー

ナ
ー
）

定　
先
着
30
人

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
に
ノ
ル
デ
ィ

　

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

糖
尿
病
の
予
防
・
治
療
の
推
進
の

た
め
に
、
糖
尿
病
相
談
・
血
糖
測
定
・

歯
周
病
早
期
発
見
唾
液
検
査
、
糖
尿

病
専
門
医
の
森
俊
明
さ
ん
・
山
根
雄

幸
さ
ん
に
よ
る
市
民
公
開
講
座
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
ち
っ
ち

神
楽
時
計
が
ブ
ル
ー
に
染
ま
り
ま

す
！
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日　
11
月
13
日
㈰

有

料

広

告

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

み
す
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１

日
本
石
見
神
楽
大
会

旭
ふ
る
里
ま
つ
り
２
０
１
１

第
34
回
島
根
県
立
体
育
館

建
設
記
念

島
根
県
体
操
競
技
大
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
会

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

２
０
１
１
浜
田

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
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午
後
２
時
～
６
時
（
ど
ん
ち
っ
ち

神
楽
時
計
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

点
灯
式
は
午
後
５
時
か
ら
）

場　
浜
田
駅
・
浜
田
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル

料　
無
料

※　

世
界
糖
尿
病
デ
ー
（
11
月
14
日

㈪
）・
世
界
糖
尿
病
予
防
週
間（
11

月
７
日
㈪
～
14
日
㈪
）
に
合
わ
せ

て
銀
天
街
及
び
浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
の
花
壇
を
ブ
ル
ー
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実

行
委
員
会
事
務
局
山
根
病
院

（
☎
�
０
６
８
８
）

　
「
碧
い
石
見
の
芸
術
祭
２
０
１
１
」

は
、
日
本
画
家
・
石
本
正
の
作
品
を

収
蔵
展
示
す
る
石
正
美
術
館
と
、
世

界
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
石
州
半
紙
を
大
き
な
柱
と
し

て
、
石
見
の
文
化
を
広
く
全
国
に
発

信
し
、
表
現
の
可
能
性
と
地
域
文
化

の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
各
種
展
覧
会
や
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
覧
会

美
術
大
学
選
抜
日
本
画
展

　

全
国
の
美
術
大
学
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

日　
11
月
17
日
㈭
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

は
休
館
）

場　
石
正
美
術
館
・
三
隅
中
央
会
館
・

岡
見
地
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

無
垢
な
心
の
ア
ー
ト
展

　

日
本
画
家
・
石
本
正
が
い
つ
も
口

に
し
て
い
る
「
絵
は
心
」
を
テ
ー
マ

に
、
年
齢
・
学
歴
を
問
わ
ず
募
集
し

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
11
月
17
日
㈭
ま
で

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

は
休
館
）

場　
岡
見
地
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

特
設
会
場

イ
ベ
ン
ト

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
秋
の
夜
の
月
と

風
の
宴
～
６
０
０
年
の
歴
史
を
刻
む

古
刹
曹
洞
宗
龍
雲
寺
で
の
「
灯
り
と

風
・
尺
八
・
琴
の
調
べ
」
～
）
や
、

浜
田
市
出
身
の
木
口
木
版
画
家
・
齋

藤
修
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
版

木
研
磨
か
ら
仕
上
げ
（
刷
り
）
ま
で
」

な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
毎
週
火
曜
日
～
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

http://w
w

w
.iw

am
i.or.jp/hcl-

aoiiw
am

i/

問　
芸
術
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
０
０
９
８
）

Em
ail:artooart@

pub.herecall.jp

　

児
童
・
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
る
姿

や
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来

校
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
19
日
㈯

ス
テ
ー
ジ
発
表

　

午
前
９
時
５
分
～
正
午

作
品
展
示
・
販
売

　

正
午
～
午
後
２
時
20
分

場　
石
見
養
護
学
校

問　
石
見
養
護
学
校　

岩
上
さ
ん
・

　

大
前
さ
ん
（
☎
０
８
５
５
�
２
１

　

４
１
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
登
城
路
や
城
郭
石

垣
辺
路
と
柿
本
人
麻
呂
ゆ
か
り
の
あ

る
お
堂（
五
輪
塔
一
部
と
経
板
ほ
か
）

を
訪
ね
る
散
策
会
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前
ま
で

集
合
場
所　
城
山
公
園
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
） 

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

江
津
市
渡
津
町
塩
田
地
区
周
辺
を

約
５
㎞
散
策
し
ま
す
。
古
地
図
に
描

か
れ
た
江
の
川
河
口
の
島
々
を
探

す
。
鎌
満
城
跡
や
寺
段
経
塚
に
柿
本

人
麿
も
眺
め
た
和
多
津
の
荒
磯
。
幻

想
に
浸
る
心
の
旅
で
す
。

日　
11
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　

地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
前
（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

素す
う
た
い謡「

実さ
ね
も
り盛

」、仕
舞「
山
姥
」ほ
か
、

観
世
流
・
喜
多
流
・
宝
生
流
の
仕
舞

謡
曲
・
囃
子
の
上
演
会
で
す
。

　

多
数
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
11
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
千
畳
苑

料　
無
料

問　
浜
田
謡
曲
連
合
会　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０-

３
８
８
９-

１
９

７
１
）

　

三
隅
地
区
生
涯
学
習
地
域
推
進
委

員
会
で
は
、「
自
然
と
遊
ぶ　

パ
ー

ト
Ⅲ　

竹
細
工
・
エ
ト
セ
ト
ラ
」
を

開
催
し
ま
す
。
自
然
の
中
か
ら
切
り

出
し
た
竹
で
、
す
て
き
な
作
品
を
作

り
ま
す
。
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
？

日　
11
月
20
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場　
三
隅
公
民
館
グ
ラ
ン
ド

※　

雨
天
の
場
合
は
体
育
館
で
行
い

ま
す
。

定　
30
人

料　
１
０
０
円

※　

軍
手
を
持
参
し
、
汚
れ
て
も
い

い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

竹
き
り
用
の
こ
ぎ
り
・
竹
用
ナ

イ
フ
・
鉈な

た

が
あ
る
人
は
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
三
隅
公
民
館

（
☎
�
０
５
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

碧あ
お

い
石い

わ

見み

の
芸
術
祭

２
０
１
１

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

第
50
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
１
１
５
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

市
文
化
祭
協
賛
行
事

浜
田
市
連
合
謡
曲
大
会

自
然
と
遊
ぶ　
パ
ー
ト
Ⅲ

竹
細
工・エ
ト
セ
ト
ラ

　

　



広報はまだ：平成23年11月号　　　34

　

今
年
も
、
万
灯
山
公
園
に
恒
例
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

公
園
の
中
心
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス

ギ
と
公
園
内
の
樹
木
に
１
、
９
０
０

球
の
電
球
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

浜
田
駅
か
ら
万
灯
山
公
園
に
続
く

道
路
沿
い
の
街
路
樹
50
本
に
も
、

２
０
、
０
０
０
球
の
色
鮮
や
か
な
Ｌ

Ｅ
Ｄ
球
を
設
置
し
、
浜
田
の
夜
の
に

ぎ
わ
い
を
演
出
し
ま
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
初
日
の

11
月
23
日
㈷
に
は
、
万
灯
山
公
園
で

第
15
回
目
を
迎
え
る
点
灯
式
を
開
催

し
ま
す
。

　

点
灯
式
で
は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、市
内
合
唱
グ
ル
ー
プ

　

石
州
刀
剣
会
に
は
初
心
者
・
中
堅
・

ベ
テ
ラ
ン
の
会
員
が
い
ま
す
。
初
心

者
の
人
に
は
専
門
用
語
の
理
解
や

姿
、
刃
文
な
ど
の
刀
の
見
方
、
中
堅

の
人
に
は
時
代
や
地
域
、
ベ
テ
ラ
ン

の
人
に
は
作
者
銘
と
い
っ
た
よ
う
に

鑑
定
・
鑑
賞
方
法
の
楽
し
み
方
を
学

ん
で
、
鑑
賞
力
の
向
上
に
役
立
て
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

刀
匠
が
刀
身
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し

て
絵
を
描
い
た
よ
う
な
地
肌
と
刃
文

の
冴
え
は
、
日
本
刀
の
独
特
な
も
の

で
す
。
後
世
に
継
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
文
化
財
、
美
術
工
芸

品
で
あ
り
、
ガ
ラ
ス
越
し
で
は
、
そ

　

浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
ギ

タ
ー
好
き
な
仲
間
が
集
い
、
毎
年
こ

の
時
期
に
、
さ
さ
や
か
な
手
づ
く
り

の
ギ
タ
ー
演
奏
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
始
め
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
ギ
タ
ー
な
ど
の
生

演
奏
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
26
日
㈯　

午
後
６
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

料　
無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
代
な
ど
実
費

５
０
０
円
）

問　
浜
田
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

三
浦
さ
ん
（
☎
�
３
３
６
９
）

　

山
光
会
会
員
の
絵
画
大
作
（
30
～

50
号
）作
品
と
小
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

浜
田
は
ぴ
こ
会
は
、
出
会
い
を
求

め
る
独
身
男
女
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

交
流
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
お
菓
子
作
り
を
通
し
て
独

身
男
女
の
交
流
を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

晩
秋
の
弥
栄
で
「
食
べ
る
・
触
る
・

嗅
ぐ
・
聞
く
・
見
る
」
の
五
感
を
使
っ

て
里
山
の
素
晴
ら
し
さ
、
大
切
さ
を

感
じ
な
が
ら
、
資
源
の
循
環
、
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　

炭
焼
き
・
薪
割
り
体
験
の
ほ
か
、

弥
栄
う
ま
い
も
の
炭
火
焼
き
・
山
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
弥
栄
で
里
山
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
体
験
村

（
☎
�
２
６
１
２
）

　

金
城
町
出
身
で
、
演
劇
の
父
で
も

あ
る
、
島
村
抱
月
の
生
誕
１
４
０
年

を
記
念
し
、
抱
月
の
偉
業
を
顕
彰
す

る
た
め
、
ひ
と
り
芝
居
舞
台
女
優
・

五い

そ

だ

十
田
安あ

き希
さ
ん
に
よ
る
公
演
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
27
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

　

一
般　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

　

大
学
・
高
校
生　
　
　

５
０
０
円

　

中
学
生
以
下
無
料

※　

当
日
券
は
、
５
０
０
円
高

問　
本
庁
地
域
政
策
課
内　

五
十
田

安
希
ひ
と
り
芝
居
実
行
委
員
会

（
☎
�
９
２
０
２
）

　

石
見
神
楽
の
上
演
、
石
見
神
楽
及

び
石
州
半
紙
伝
承
者
か
ら
の
提
言
、

伝
承
者
及
び
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈷

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

料　
無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ-

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ

い
わ
み
（
☎
�
９
３
４
６
）

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、ぜ
ん
ざ
い
の
配
食

な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

日　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　

午
後
６
時
～
７
時

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日　
11
月
23
日
㈷
～
平
成
24
年
１
月

13
日
㈮　

午
後
５
時
～
10
時

※　

万
灯
山
公
園
に
は
駐
車
場
が
あ

り
ま
せ
ん
。
車
で
来
ら
れ
る
場
合

は
、
市
営
駐
車
場
（
30
分
無
料
）

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
本
庁
建
設
企
画
課

（
☎
�
９
６
０
１
）

の
素
晴
ら
し
さ
は
全
く
伝
わ
り
ま
せ

ん
。見
方
な
ど
は
指
導
し
ま
す
の
で
、

直
接
手
に
持
っ
て
鑑
賞
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

日　
11
月
26
日
㈯

　

正
午
～
午
後
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料　
２
、
０
０
０
円

問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉
さ
ん

（
☎
�
５
９
４
９
）

一
人
ひ
と
り
の
世
界
が
、
作
品
の
中

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
27
日
㈰

は
午
後
４
時
ま
で
）

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料　
無
料

問　
東
光
会
山
陰
支
部
山
光
会
（
石

見
地
区
）　

中
木
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
０
４
９
２
）

熱
く
語
ろ
う
！
石
見
神
楽
＆

石
州
半
紙
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
15
回
浜
田
ギ
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

市
文
化
祭
協
賛
行
事

山
光
会（
石
見
地
区
）展
覧
会

浜
田
は
ぴ
こ
会

出
会
い
応
援
交
流
サ
ロ
ン

第
３
回
よ
ば
れ
ん
祭

女
優・松
井
須
磨
子

浜
田
市
公
演

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式



35　　　広報はまだ：平成23年11月号

　

世
代
交
流
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な

一
緒
に
昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
や
、

昔
あ
そ
び
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
４
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

場　
浜
田
公
民
館

定　
１
０
０
人

料　
１
人
３
０
０
円

※　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
11
月
30
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

未
就
学
児
童
ス
ケ
ー
ト
無
料
体
験

デ
ー

　

安
全
で
楽
し
い
ス
ケ
ー
ト
イ
ス
ソ

リ
を
使
用
で
き
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷
～
６
日
㈰

定   

各
日
30
人

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

ス
ケ
ー
ト
靴
は
15
㎝
か
ら
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

※　

リ
ン
ク
内
の
温
度
は
約
10
度
で

す
。

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

日　
11
月
７
日
㈪
・
12
日
㈯
・
14
日

㈪
・
17
日
㈭
・
21
日
㈪
・
26
日
㈯
・

28
日
㈪

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
人
１
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
事
前
に
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
個
人
指
導
希

望
者
受
付
中

　

希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
間　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

海
の
生
き
物
教
室

ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り

　

漂
着
物
で
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作

ろ
う
。

日　
11
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

11
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
６
日
㈰　

大
都
神
楽
団

　
　

13
日
㈰　

波
子
神
楽
社
中

　
　

20
日
㈰　

周
布
青
少
年
保
存
会

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

お
知
ら
せ

　

ナ
ス
チ
ャ
の
体
調
回
復
の
た
め
、

シ
ロ
イ
ル
カ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、赤
ち
ゃ
ん
イ
ル
カ
の「
シ
ー

リ
ャ
」
は
新
イ
ル
カ
プ
ー
ル
で
一
般

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
本
校
の
教
育
や
特
別
支
援
教

育
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
、学
校
公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
来
校
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

見
学
（
学
校
紹
介
・
施
設
見
学
な
ど
）

日　
12
月
１
日
㈭

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

体
験
学
習
（
高
等
部
）

日　
12
月
２
日
㈮
・
６
日
㈫

　

午
前
９
時
45
分
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

申
込
締
切
日　
11
月
14
日
㈪

　
『
広
報
は
ま
だ
』
10
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
、「
秋
の
茶
会
」の
開
催
日
・

会
場
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

日　
変
更
前　

11
月
６
日
㈰

　
　

変
更
後　
11
月
27
日
㈰

場　
変
更
前　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

変
更
後　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

　

三
浦
さ
ん
（
☎
０
９
０-

２
２
９

　

４-

８
６
０
１
）

　

宇
宙
に
輝
く
星
の
中
で
も
、
ひ
と

き
わ
美
し
い
星
「
お
さ
な
星
」。
そ

こ
へ
氷
の
星
「
ま
ま
星
」
か
ら
氷
魔

王
が
や
っ
て
き
て
、
美
し
い
星
を
全

部
凍
ら
せ
よ
う
と
暴
れ
出
し
ま
す
。

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
「
お
さ
な
星
」

の
う
た
た
ね
。
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
宇

宙
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
心
ゆ
く
ま
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
18
日
㈰

開
演　
午
後
３
時

場　
い
わ
み
ー
る

料　
３
、
２
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

抹
茶
の
マ
ナ
ー
を
学
び
、
お
菓
子

作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
良
い
出
会

い
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
出
会
い
を
求
め
る
独
身
男
女

日　
11
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
～
５
時

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人
（
男
女
各
10
人
）

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

料　
男
性　

２
、
０
０
０
円

　
　

女
性　

１
、
０
０
０
円

申
・
問　
浜
田
は
ぴ
こ
会

　

岡
本
さ
ん
（
☎
�
１
４
３
０
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

栗
栖
さ

ん
・
吉
田
さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん

（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０

１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

も
ち
つ
き
大
会

～
昔
あ
そ
び
と
も
ち
つ
き
～

市
文
化
祭
協
賛
行
事

第
１
１
４
回
鑑
賞
例
会

『
お
さ
な
星
の
う
た
た
ね
』

舞
台
劇
公
演

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

浜
田
養
護
学
校

後
期
学
校
公
開

秋
の
茶
会
の

開
催
日
・
会
場
の
変
更
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,860 20,487 22,971 43,458
金 城 1,918 2,266 2,469 4,735

旭 1,446 1,561 1,670 3,231
弥 栄 715 722 798 1,520
三 隅 2,878 3,165 3,559 6,724
合 計 26,817 28,201 31,467 59,668

（単位：人）

人　口（９月末現在）

紙
し

本
ほん

墨
ぼく

書
しょ

神
か ぐ ら

楽台
だい

本
ほん

（市指定古文書）

　この神楽台本は、表紙を欠いているものの、末尾には「寛政元年九月四日　湊
大宮司　野上主税」の記載があり、寛政元年（1789年）以降に現在の三隅町湊浦
で宮司をしていた野上氏から周布の社

し ゃ

家
け

へ譲り渡されたものである。この社家は
代々宮司職にあったことから浜田自治区の西部で組織されていた神職神楽に用い
られていたものと考えられる。
　台本に収められている演目は、「神宮皇后三韓退治」「五神」「四神」「天神」「八十
神」のわずか５つにすぎないが、本来はさらに多くの演目が収められていたもの
と考えられる。
　この台本は、文化９年（1812年）に書き写された『御神楽舞言立目録』よりも古く、
最古の石見神楽台本であるが、詞

し

章
しょう

は現行の台本である『校訂石見神楽台本』の
方に類似性が認められ、石見神楽の発展、伝播を考える上で貴重な史料といえる。
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